
     

「
南
方
隨
筆
」
の
「
俗
傳
」
パ
ー
ト 

 

南
方
熊
楠 

睡
眠
中
に
靈
魂
拔
出
づ
と
の
迷
信
（
全
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

正
規
表
現
版
・
藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

   

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
論
考
は
「
一
」
が
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
八
月
発
行
の
『
人
類
學
雜
誌
』
二

十
七
巻
五
号
に
初
出
さ
れ
、
「
二
」
が
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
八
月
発
行
の
同
じ
『
人
類
學
雜
誌
』
二

十
八
巻
八
号
に
初
出
さ
れ
て
、
後
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行

本
「
南
方
隨
筆
」
に
収
録
さ
れ
た
。「
二
」
の
初
出
は
「j-stag
e

」
でP

D
F

版
で
見
ら
れ
る
。 

 

底
本
は
同
書
初
版
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
（
こ
こ
が
冒
頭
）
で

視
認
し
て
用
い
た
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト

（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年

刊
で
新
字
新
仮
名
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

実
は
、
本
篇
は
「
選
集
」
版
を
「
睡
眠
中
に
霊
魂
抜
け
出
づ
と
の
迷
信
」
と
し
て
古
く
に
公
開
し
て
い

る
が
、
今
回
の
も
の
が
、
正
規
表
現
版
と
な
る
。
例
に
よ
っ
て
、
南
方
熊
楠
の
文
章
は
ダ
ラ
ダ
ラ
と
長
い

の
で
、
「
選
集
」
を
参
考
に
段
落
を
成
形
し
、
そ
こ
に
注
を
挟
ん
だ
。
不
審
な
箇
所
は
「
選
集
」
で
訂
し

た
が
、
そ
れ
は
い
ち
い
ち
注
記
し
な
か
っ
た
。
経
典
の
漢
文
等
（
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
他
で
確
認

し
た
）
は
直
後
に
《 

》
で
推
定
訓
読
を
附
し
た
。］ 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/28/8/28_8_437/_pdf
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/150
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://yab.o.oo7.jp/sui.html


  
 

 
 

睡
眠
中
に
靈
魂
拔
出
づ
と
の
迷
信 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
人
類
二
八
九
號
二
八
二
頁
參
照
） 

 

本
邦
に
此
迷
信
を
記
せ
る
者
多
き
中
、
顯
著
な
る
一
例
、
南
溟
の
續
沙
石
集
（
寬
保
三
年
自
序
有
り
）

卷
一
章
六
に
、
中
京
の
或
家
の
婢
、
主
人
の
親
屬
な
る
男
と
情
を
通
ぜ
る
が
、
彼
男
本
妻
を
迎
ん
と
す
と

聞
き
、
し
き
り
に
怨
み
臥
た
る
夜
半
、
俄
か
に
叫
び
起
き
、
双
び
臥
し
た
る
女
共
に
語
る
。
某
街
の
門
を

出
ん
と
す
る
に
、
向
ふ
よ
り
人
來
る
を
見
て
、
隱
れ
ん
と
す
る
を
、
彼
人
劍
を
拔
て
我
を
斬
付
る
と
夢
見

て
寤
る
と
、
明
朝
人
來
て
告
ぐ
、
今
日
は
珍
し
き
事
有
て
、
只
今
迄
其
事
に
係
り
て
往
反
せ
り
、
昨
夜
更

て
我
相
識
れ
る
醫
者
、
某
街
の
門
を
通
り
過
ん
と
す
る
時
、
髮
を
亂
し
、
恨
め
し
氣
な
る
樣
し
た
る
若
き

女
、
行
違
ん
と
し
て
又
立
歸
隱
れ
ん
と
す
、
影
の
如
く
に
て
進
退
に
脚
音
無
し
、
聲
掛
し
も
應
え
ず
、
身

の
毛
彌
立
て
恐
し
か
り
け
れ
ば
、
劍
を
拔
て
斬
付
け
た
り
。
忽
消
て
其
人
無
し
、
醫
者
劔
を
捨
て
ゝ
歸
り

し
を
今
朝
其
街
に
往
て
乞
ふ
に
、
聊
爾
に
還
す
ま
じ
と
、
六
か
し
く
な
っ
て
、
漸
く
只
今
事
濟
け
り
と
、

其
所
其
町
の
名
も
聢
か
に
聞
た
れ
ど
も
、
な
お
ほ
十
年
に
も
成
ぬ
事
故
、
わ
ざ
と
記
さ
ず
、
此
女
、
男
を

恨
み
、
思
ひ
牾
の
一
念
、
影
の
如
く
人
目
に
見
ゆ
る
計
り
現
は
れ
、
男
の
許
に
往
ん
と
せ
し
事
疑
ひ
無
し
、

と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
冒
頭
の
注
記
は
、「
選
集
」
で
は
二
行
で
、 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
津
直
秀
「
睡
眠
中
に
霊
魂
の
抜
け
出
づ
と
の
迷
信
」
参
照 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
二
五
巻
二
八
九
號
二
八
二
頁
） 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
。 

「
南
溟
の
續
沙
石
集
（
寬
保
三
年
自
序
有
り
）
卷
一
章
六
に
、…

…

」
事
前
に
『
「
續
沙
石
集
」
巻
一

「
第
六 

夢
中
現
映
像
事
」』
を
、
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
の
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

の
こ
ち
ら
を
底
本
と
し
て
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
と
対
比
さ
れ
た
い
。
同
書
に
は
別
版
本

が
あ
る
の
で
、
或
い
は
そ
ち
ら
を
熊
楠
は
参
考
に
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
熊
楠
が
梗
概
と
し
て
書
き
変

え
た
部
分
も
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
必
ず
比
較
さ
れ
た
い
。］ 

 

七
年
前
嚴
冬
に
、
予
那
智
山
に
孤
居
し
、
空
腹
で
臥
し
た
る
に
、
終
夜
自
分
の
頭
拔
け
出
て
家
の
橫
側

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-756d4e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-756d4e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-756d4e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-756d4e.html
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200006113/viewer/12
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200006113/viewer/12


な
る
牛
部
屋
の
邊
を
飛
び
廻
り
、
有
り
有
り
と
闇
夜
中
に
其
狀
況
を
詳
く
視
る
。
自
ら
其
精
神
變
態
に
在

る
を
知
る
と
雖
も
、
繰
返
し
繰
返
し
斯
の
如
く
な
る
を
禁
じ
得
ざ
り
し
。
其
後 F

red
eric W

. H
. M

y
eers, 

`H
u
m

an
 P

erso
n
ality,` 1

9
0
3
,  v

o
l.ii, p

p
.1

9
3
, 3

2
2
 

を
讀
で
、
世
に
斯
る
例
尠
な
か
ら
ぬ
を
知
れ
り
、
去
れ

ば
蒙
昧
の
民
が
、
睡
中
魂
拔
出
づ
と
信
ず
る
は
、
最
も
な
事
に
て
、
啻
に
魂
が
人
形
を
現
し
て
拔
出
る
の

み
な
ら
ず
、
蠅
、
蜥
蜴
、
蟋
蟀
、
鴉
、
鼠
等
と
な
り
て
、
睡
れ
る
身
を
離
れ
遊
ぶ
と
言
ふ
迷
信
、
諸
方
の

民
間
に
行
は
る
（F

razer, `T
h
e G

o
ld

en
 B

o
u
g
h
,` 1

8
9
0
, v

o
l.i, p

.1
2

6
 

）。
隨
つ
て
急
に
睡
人
を
驚
起
せ
し
む

れ
ば
、
其
魂
歸
途
を
誤
り
、
病
み
出
す
と
の
迷
信
、
緬
甸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ビ
ル
マ
」
。
］
及
び
印
度

洋
諸
島
に
行
は
れ
、
塞
爾
維
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
セ
ル
ビ
ア
」
。
］
人
は
、
妖
巫
眠
中
、
其
魂
蝶
と
成
て

身
を
離
る
ゝ
間
だ
、
其
首
足
の
位
置
を
替
て
臥
せ
し
む
れ
ば
、
魂
歸
て
口
よ
り
入
る
能
は
ず
、
巫
爲
に
死

す
と
傳
へ
、
盂
買
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ボ
ン
ベ
イ
」
。
］
に
て
は
、
眠
れ
る
人
の
面
を
彩
り
、
睡
れ
る
女

に
鬚
を
書
け
ば
罪
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
み
」
。］
殺
人
に
等
し
、
と
言
り
（
同
書
一
二
七
頁
）
、
廿
年
前
、

予
廣
東
人
の
家
に
宿
せ
し
時
、
彼
輩
の
眠
れ
る
顏
を
描
き
て
鬼
形
に
し
、
又
其
頰
と
額
に
男
根
を
𤲿
き
抔

せ
し
に
、
孰
れ
も
起
て
後
ち
、
鏡
に
照
し
て
大
に
怒
れ
り
、
其
譯
を
問
ひ
し
に
、
魂
歸
り
來
る
も
、
自
分

の
顏
を
認
め
ず
、
他
人
と
思
つ
て
去
る
虞
有
る
故
と
の
事
な
り
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
七
年
前
嚴
冬
に
、
予
那
智
山
に
孤
居
し
」
南
方
熊
楠
は
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

年
十
月
末
に
勝
浦
に
向
い
、
南
紀
植
物
調
査
行
を
開
始
し
（
途
中
で
田
辺
に
帰
宅
し
て
は
い
る
）
、
明
治

三
十
七
十
月
、
延
べ
三
年
に
亙
っ
た
調
査
を
終
え
て
田
辺
に
戻
っ
て
い
る
。 

「F
red

eric W
. H

. M
y
eers, `H

u
m

an
 P

erso
n
ality,` 1

9
0
3
,  v

o
l.ii, p

p
.1

9
3
, 3

2
2

」
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
古
典

文
学
者
で
心
霊
学
者
で
も
あ
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
ス

（F
red

erick
 W

illiam
 H

en
ry

 M
y
ers 

 

一
八
四
三
年
～
一
九
〇
一
年
）。
心
霊
研
究
の
開
拓
者
と
し
て
知
ら

れ
、
ま
た
初
期
の
深
層
心
理
学
研
究
に
於
け
る
重
要
な
研
究
者
で
も
あ
る
、
か
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー

ム
ズ
や
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
ら
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
一
八
八
〇
年
代
に
、
師
で
あ

る
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
倫
理
学
者
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
（H

en
ry

 S
id

g
w

ick 

一
八
三
八
年
～
一

九
〇
〇
年
）
ら
と
と
も
に
「
心
霊
現
象
研
究
協
会
」（T

h
e S

o
ciety

 fo
r P

sy
ch

ical R
esearch

）
を
創
立
し
て

い
る
。
「
河
出
文
庫
」
の
中
沢
新
一
責
任
編
集
の
『
南
方
熊
楠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ 

南
方
民
俗
学
』
の
本

篇
注
に
よ
れ
ば
、
『
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
署
は
、
人
間
個
性
と
そ
の
肉
体
の
死
後
の
留
存
を
論
じ
た

も
の
で
、
南
方
熊
楠
は
ナ
チ
で
耽
読
し
て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
』
と
あ
る
。
正
式
書
名
は
注
通
り
、



「H
u
m

a
n
 p

erso
n
a
lity a

n
d
 its su

rviva
l o

f b
o
d
ily d

ea
th

」
で
あ
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
と
、
こ
こ
で
あ
る
。 

「
蠅
」
何
よ
り
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
「
小
泉
八
雲 

蠅
の
は
な
し 

 

（
大
谷
正
信
訳
） 

附
・
原
拠
」

で
あ
ろ
う
。「
二
」
で
熊
楠
が
原
拠
に
言
及
し
て
い
る
。 

「
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
人
類
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（Jam

es G
eo

rg
e F

razer 

一
八

五
四
年
～
一
九
四
一
年
）
が
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
四
十
年
以
上
、
ま
さ
に
半
生
を
費
や
し
た

全
十
三
巻
か
ら
成
る
大
著
で
、
原
始
宗
教
や
儀
礼
・
神
話
・
習
慣
な
ど
を
比
較
研
究
し
た
「
金
枝
篇
」

（ T
h
e G

o
ld

en
 B

o
u
g
h

 

）。
私
の
愛
読
書
の
一
つ
で
あ
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該

部
が
読
め
る
。］ 

 

又
按
ず
る
に
、
義
淨
譯
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
雜
事
卷
廿
七
、
多
足
食
王
子
、
假
父
に
殺
さ
る
ゝ
を

慮
り
、
鞞
提
醯
國
に
奔
る
、
途
中
樹
下
に
困
睡
す
、
偶
々
其
國
王
殂
し
て
嗣
無
く
、
大
臣
ら
、
然
る
可
き

人
を
求
む
る
に
、
此
王
子
非
常
の
相
有
る
を
見
て
、
觸
て
之
を
寤
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
ま
す
」
。］
、

王
子
覺
て
曰
く
、
王
を
覺
す
に
然
く
す
べ
け
ん
や
、
諸
人
其
法
を
問
ふ
、
答
て
曰
く
、
先
奏
美
音
、
漸
令

覺
悟
、
羣
臣
曰
、
此
非
貧
子
、
定
出
高
門
《「
先
づ
、
美
音
を
奏
し
、
漸
く
覺-

悟

め

ざ

め
し
む
。
」
と
。
羣
臣
曰

く
、
「
此
れ
は
貧
し
き
子
に
非
ず
、
定
め
て
高
門

か
う
も
ん

に
出
で
し
な
ら
ん
。
」
と
。
》
、
仍よ

り

て
質
し
て
其
の
先
王
の

甥
た
る
を
知
り
、
立
て
王
と
爲
す
。
是
れ
に
て
、
印
度
に
古
く
、
突
然
貴
人
を
寤
さ
ず
、
音
樂
を
奏
し

徐
々
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
ろ
そ
ろ
と
」
。
］
之
を
起
す
風
有
り
し
を
知
る
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
七
一
に
、

伊
勢
國
安
濃
郡
内
田
村
、
長
源
寺
の
堂
の
椽
に
、
土
地
の
人
と
日
向
の
旅
人
と
、
雨
を
避
て
眠
れ
る
を
、

倉
卒
呼
起
さ
れ
、
二
人
の
魂
入
れ
替
り
、
各
其
家
に
還
り
し
も
、
家
人
承
引
せ
ず
、
再
び
堂
の
椽
に
熟
眠

中
、
魂
入
れ
替
り
復
舊
せ
り
と
述
べ
、
或
る
紀
を
引
い
て
、
推
古
帝
卅
四
年
、
件
の
兩
國
の
人
死
し
て
蘇

生
せ
し
に
、
魂
入
れ
替
り
し
故
、
二
人
を
交
互
轉
住
せ
し
め
し
由
云
り
、
此
或
紀
と
は
、
有
名
の
僞
書
、

先
代
舊
事
本
紀
な
り
し
と
記
臆
す
、
全
く
の
妄
譚
也
、
但
し
之
に
似
た
る
事
、
紀
伊
續
風
土
記
卷
八
五
に

出
づ
、
云
く
、
東
牟
婁
郡
野
竹
村
民
彌
七
郞
、
元
文
中
七
十
歲
計
り
、
病
で
悶
絕
し
、
暫
く
し
て
人
々
に

呼
れ
て
甦
り
し
も
、
言
語
態
度
頓
に
變
り
、
妻
子
を
識
ら
ず
、
木
地
引
の
語
を
成
す
（
木
地
引
者
近
江
の

詞
多
し
、
本
年
一
月
の
文
章
世
界
、
柳
田
國
男
氏
の
木
地
屋
物
語
參
看
）
、
其
頃
、
當
村
の
奧
山
に
住
し

木
地
引
彌
七
郞
死
し
、
其
魂
未
だ
消
失
せ
ざ
る
に
同
名
を
呼
ば
れ
、
來
て
此
老
人
と
入
替
り
た
る
な
る
べ

し
、
蘇
生
後
十
餘
年
經
て
死
せ
り
と
。 

 

https://archive.org/details/humanpersonality02myeruoft/page/192/mode/2up
https://archive.org/details/humanpersonality02myeruoft/page/322/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/09/post-a488a8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/09/post-a488a8.html
https://archive.org/details/goldenboughstudy01fraz/page/126/mode/2up


 
 

 
 

 

（
明
治
四
十
四
年
八
月
人
類
二
七
號
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
多
足
食
王
子
、…

…

」
の
話
は
、
既
に
『
「
南
方
隨
筆
」
版 

南
方
熊
楠
「
今
昔
物

語
の
硏
究
」 
三 
／ 

「
卷
第
三
十
一 

通
四
國
邊
地
僧
行
不
知
所
被
打
成
馬
語
第
十
四
」
の
「
出
典

考
」
の
続
き
』
の
本
文
に
既
出
。
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
卷
七
一
に
、
伊
勢
國
安
濃
郡
内
田
村
、
長
源
寺
の
堂
の
椽
に
、…

…

」
事
前
に
『
「
和

漢
三
才
圖
會
」
卷
第
七
十
一
「
伊
勢
」
の
内
の
「
當
國 

神
社
佛
閣
各
所
」
内
の
「
長
源
寺
」
の
記
載
』

と
し
て
電
子
化
注
済
み
。 

「
紀
伊
續
風
土
記
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
に
原
本
が
あ
る
が
、
見
つ
か
ら

な
い
。 

「
木
地
引
」
木
地
師
の
こ
と
。
当
該
ウ
ィ
キ
を
参
照
。
因
み
に
、
澁
澤
龍
彥
が
死
の
直
前
に
次
回
作
の
素

材
と
し
て
考
え
て
い
た
の
が
、
彼
ら
だ
っ
た
。 

「
柳
田
國
男
氏
の
木
地
屋
物
語
」
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
一
九
七

〇
年
筑
摩
書
房
刊
の
新
装
版
「
定
本
柳
田
國
男
集 

第
二
十
七
卷
」）
で
読
め
る
。］ 

   
 

 
 

睡
眠
中
に
靈
魂
拔
出
づ
と
の
迷
信 

二 

 
 

 

人
類
學
雜
誌
二
七
卷
五
號
三
一
二
頁
に
拙
文
出
て
後
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
の
「
一
」
の
パ
ー
ト

を
指
す
。］
、
石
橋
臥
波
君
其
著
「
夢
」
の
一
篇
を
贈
ら
る
。
其
五
三
、
九
一
、
一
〇
七
、
二
〇
〇
等
諸
頁

に
、
本
題
に
關
す
る
例
多
く
載
た
り
。
今
少
し
く
引
て
管
見
を
添
ん
に
、
先
づ
伊
勢
物
語
に
、
情
婦
の
許

よ
り
、
今
霄
夢
に
な
ん
見
え
給
ひ
つ
る
と
云
へ
り
け
れ
ば
、
男
、 

 
 

思
ひ
餘
り
出
に
し
魂
の
有
な
ら
ん 

 
 

 
 

夜
深
く
見
え
ば
魂
結
び
せ
よ 

と
詠
み
し
と
有
り
。
和
泉
式
部
が
、
男
の
枯
れ
枯
れ
に
成
に
け
る
頃
、
貴
船
に
詣
で
た
る
に
、
螢
の
飛
ぶ

を
見
て
、 

 
 

物
思
へ
ば
澤
の
螢
も
わ
が
身
な
り 

 
 

 
 

あ
く
が
れ
出
づ
る
魂
か
と
ぞ
見
る 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-7d5abf.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-7d5abf.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/04/post-7d5abf.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-f8e699.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-f8e699.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-f8e699.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-f8e699.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765519
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E5%9C%B0%E5%B8%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E5%9C%B0%E5%B8%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E5%9C%B0%E5%B8%AB
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/yanagita27.htm
http://kiebine2007.amearare.com/yanagita27.htm
http://kiebine2007.amearare.com/yanagita27.htm
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html


と
詠
め
り
と
古
今
著
聞
集
に
見
え
た
る
。
（
沙
石
集
卷
五
に
は
、
澤
の
螢
を
澤
邊
の
螢
と
せ
り
。
彼
女
の

家
集
に
は
全
く
載
せ
ず
）
。
ま
た
拾
芥
抄
に
、「
玉
は
見
つ
主
は
誰
と
も
知
ら
ね
ど
も
結
び
留
め
つ
下
か
へ

の
裙
」
、
見
人
魂
時
、
吟
此
歌
、
可
結
所
著
裙
（
男
左
女
右
）
《
人
魂

ひ
と
だ
ま

を
見
し
時
、
此
の
歌
を
吟
じ
、
著き

る

所
の
衣
裙
（
男
は
左
、
女
は
右
）
を
結
ぶ
べ
し
。》
と
有
る
抔
と
攷
合
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
う
が
ふ
」
。］

し
て
、
中
古
本
邦
に
、
靈
魂
夢
中
、
又
心
勞
甚
き
時
、
又
死
亡
前
に
身
を
離
れ
て
他
行
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
た
ぎ
や
う
」。］
す
る
を
、
他
の
眼
に
火
の
玉
と
見
ゆ
る
と
信
ず
る
、
俗
習
有
り
し
を
知
り
得
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
石
橋
臥
波
」
『
其
著
「
夢
」
』
石い

し

橋ば
し

臥が

波は

（
生
没
年
未
詳
）
は
民
俗
学
者
。
明
治
四

五
（
一
九
一
二
）
年
の
「
日
本
民
俗
学
会
」
の
創
設
に
携
わ
り
、
同
学
会
の
機
関
誌
『
民
俗
』
や
、
学
術

雑
誌
『
人
性
』
の
編
集
を
務
め
た
。
「
夢
」
は
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
二
月
宝
文
館
刊
。
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
こ
で
原
本
が
読
め
る
（
裁
定
公
開
で
あ
る
か
ら
、
没
年
は
未
詳
の

よ
う
で
あ
る
）
。
そ
の
「
五
三
」
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
。
以
下
、
「
九
一
」
は
こ
こ
、
「
一
〇
七
」
は
こ
こ
、「
二

〇
〇
」
は
こ
こ
で
あ
る
。 

「
伊
勢
物
語
に
、
情
婦
の
許
よ
り
、
今
霄
夢
に
な
ん
見
え
給
ひ
つ
る
と
云
う
へ
り
け
れ
ば
、…

…

」
第
百

十
段
。 

 
 

 

＊ 

 

む
か
し
、
男
、
み
そ
か
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
秘
か
に
。
］
通
ふ
女
あ
り
け
り
。
そ
れ
が
も
と
よ
り
、

「
今
宵
、
夢
に
な
む
見
え
た
ま
ひ
つ
る
。」
と
言
へ
り
け
れ
ば
、
男
、 

 
 

思
ひ
あ
ま
り
い
で
に
し
魂た

ま

の
あ
る
な
ら
む 

 
 

 

夜よ

深ぶ
か

く
見
え
ば
魂た

ま

結む
す

び
せ
よ 

 
 

 

＊ 

「
魂
結
び
」
肉
体
か
ら
離
れ
出
た
魂
を
も
と
に
戻
す
た
め
の
咒

ま
じ
な

い
。
遠
く
、
し
か
も
、
魑
魅
魍
魎
の
跳
梁

す
る
夜
更
け
、
暁
前
の
完
全
な
る
深
夜
に
あ
く
が
れ
出
で
て
し
ま
っ
た
魂
は
双
方
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
。 

「
和
泉
式
部
が
、
男
の
枯
れ
枯
れ
に
成
に
け
る
頃
、
貴
船
に
詣
で
た
る
に
、…

…

」
「
古
今
著
聞
集
」
の

そ
れ
は
巻
第
五
「
和
歌 

第
六
」
の
以
下
（
一
七
四
）。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

和
泉
式
部
貴
布
禰

き

ぶ

ね

に
詣
で
て
詠
歌
の
事 

 

和
泉
式
部
、
を
と
こ
の
か
れ
が
れ
に
な
り
け
る
比こ

ろ

、
貴
布
禰
に
ま
う
で
た
る
に
、
螢
の
と
ぶ
を
み
て
、 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851?tocOpened=1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851?tocOpened=1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/52
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/71
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/71
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/71
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/79
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/126
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/126
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/126
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/126
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/126
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/126


 
 

物
思
へ
ば
澤
の
ほ
た
る
も
我
身
よ
り
あ
く
が
れ
出い

で

る
玉
か
と
ぞ
み
る 

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
御
社

み
や
し
ろ

の
う
ち
に
忍
び
た
る
御
聲

お
ん
こ
ゑ

に
て
、 

 
 

お
く
山
に
た
ぎ
り
て
お
つ
る
瀧
つ
瀨
の
玉
ち
る
ば
か
り
も
の
な
思
ひ
そ 

其
し
る
し
あ
り
け
る
と
ぞ
。 

 
 

 

＊ 

「
後
拾
遺
和
歌
集
」
巻
二
十
で
は
、
こ
の
二
つ
歌
の
後
に
、 

 
 

 

＊ 

 
 

 
 

 

こ
の
歌
は
貴
舟
の
明
神
の
御
返
し
な
り
。 

 
 

 
 

 

男
の
聲
に
て
、
和
泉
式
部
が
耳
に
聞
こ
え 

 
 

 
 

 

け
る
と
な
ん
、
い
ひ
傳
へ
た
る
。 

 
 

 

＊ 

と
記
さ
れ
て
あ
る
。
「
其
し
る
し
あ
り
け
る
と
ぞ
」
と
い
う
附
文
か
ら
は
、
明
神
の
慰
め
は
「
必
ず
や
、

男
の
訪
れ
は
復
活
す
る
か
ら
、
そ
ん
な
に
ひ
ど
く
悩
ん
で
は
い
け
な
い
。
」
と
い
う
お
告
げ
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。 

「
沙
石
集
卷
五
に
は
、
澤
の
螢
を
澤
邊
の
螢
と
せ
り
」
同
書
同
巻
の
「
二
十 

行
基
菩
薩
御
歌
事
」
の
中

の
作
者
の
評
言
中
の
附
文
の
一
節
。 

 
 

 

＊ 

佛
の
御
敎
へ
の
み
に
あ
ら
ず
、
神
慮
も
か
く
こ
そ
敎
へ
給
ひ
ぬ
れ
。
和
泉
式
部
、
夫

を
と
こ

と
か
れ
が
れ
に
な
り

け
る
比
、
貴
船
禰
に
籠
り
て
、
螢
の
と
ぶ
を
み
て
、 

 

物
思
へ
ば
さ
は
べ
の
螢
も
我
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る
玉
か
と
ぞ
み
る 

か
く
な
が
め
け
れ
ば
、
御
殿
の
中
よ
り
忍
た
る
御
聲
に
て
、 

 

奥
山
に
た
ぎ
り
て
お
つ
る
瀧
津
瀨
の
玉
ち
る
ば
か
り
も
の
な
思
ひ
そ 

 
 

 

＊ 

「
拾
芥
抄
」
（
し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う
）
は
南
北
朝
に
成
立
し
た
類
書
。「
拾
芥
略
要
抄
」
と
も
呼
ぶ
。
鎌
倉

時
代
に
は
原
形
が
出
来
て
い
た
も
の
を
、
洞
院
公
賢

き
ん
か
た

撰
で
、
そ
の
玄
孫
の
実
熙

さ
ね
ひ
ろ

が
増
補
し
た
と
さ
れ
る
。

歳
時
・
文
学
・
風
俗
・
諸
芸
・
官
位
・
典
礼
な
ど
九
十
九
部
に
分
け
、
漢
文
で
簡
略
に
記
述
。
全
三
巻
。

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
慶
長
の
版
本
の
こ
こ
が
当
該
部
。
「
上
ノ
本
」
の
「
諸
頌
」

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543897/24


の
右
丁
の
六
行
目
。 

 
 

 

＊ 

見
人
魂
時
歌 

 

玉
ハ
ミ
ツ
主
ハ
タ
レ
ト
モ
シ
ラ
子ね

ト
モ
結
留
メ
ツ
シ
タ
ガ
ヱ
ノ
ツ
マ 

 

誦
此
歌
結
二
所
著
衣
妻
一
云
云

【
男
ハ
左
ノ
シ
タ
ガ
ヒ
ノ
ツ
マ 

女
ハ
同
右
ノ
ツ
マ
ヲ
結
云
云

】 

 
 

 

＊ 

「
衣
裙
」
は
「
も
す
そ
」
。
次
の
次
の
段
落
の
フ
ラ
イ
ン
グ
注
に
な
る
が
、『「
和
漢
三
才
圖
會
」
巻
第
五
十

八
「
火
類
」
よ
り
「
靈
䰟
火
（
ひ
と
だ
ま
）
」
』
に
、
こ
の
咒
文
が
載
る
。
こ
の
電
子
化
注
は
私
の
好
み
か

ら
昨
年
の
三
月
に
公
開
し
た
も
の
で
、
本
篇
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。 

 

以
下
の
一
二
つ
の
段
落
は
、
底
本
で
は
二
つ
で
一
段
落
を
成
形
し
て
お
り
、
し
か
も
全
体
が
一
字
下
げ

で
、
熊
楠
お
得
意
の
附
記
挿
入
で
あ
る
。
長
い
け
れ
ど
。］ 

 

式
部
の
歌
の
外
に
、
苦
悶
極
る
時
、
火
の
玉
外
出
す
と
信
ぜ
る
を
證
す
べ
き
者
、
義
殘
後
覺
卷
三
、

「
人
每
に
人
玉
と
云
ふ
物
の
有
る
由
を
、
歷
々
の
人
歷
然
の
樣
に
の
給
へ
ど
も
、
聢
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
し
か
と
」
。
］
受
け
難
く
候
ひ
し
が
、
北
國
の
人
申
さ
れ
し
は
、
越
中
の
大
津
の
城
と
や
ら
む
を
、

佐
々
内
藏
介
攻
め
申
さ
ゝ
程
に
、
城
に
も
强
く
禦
ぐ
と
雖
も
、
多
勢
の
寄
て
手
痛
く
攻
申
さ
る
ゝ
程
に
、

城
中
弱
り
て
、
既
に
は
や
明
日
は
打
死
せ
ん
と
、
追
々
暇
乞
し
け
れ
ば
、
女
童
部
泣
悲
む
事
類
ひ
な
し
。

誠
に
哀
れ
に
見
え
侍
り
し
。
斯
る
程
に
、
已
に
早
日
も
暮
れ
懸
り
ぬ
れ
ば
、
城
中
よ
り
、
天
日
程
な
る
光

り
玉
、
い
く
ら
と
云
ふ
數
限
り
も
な
く
飛
出
け
る
程
に
、
寄
せ
衆
之
を
見
て
、
す
は
や
城
中
は
死
に
用
意

し
け
る
ぞ
や
、
あ
の
人
玉
の
出
づ
る
事
を
見
よ
と
て
、
吾
も
吾
も
と
見
物
し
た
り
け
り
。
斯
る
に
因
て
、

降
參
し
て
城
を
渡
し
、
一
命
を
宥
め
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
な
だ
め
」
。
］
候
樣
に
と
樣
々
あ
つ
か
ひ
を
入

ら
れ
け
れ
ば
、
内
藏
介
此
義
に
同
じ
て
事
調
う
た
り
。
扨
は
迚
上
下
悅
ぶ
事
限
り
無
し
。
斯
て
其
日
も
暮

け
れ
ば
、
昨
日
飛
し
人
玉
又
悉
く
何
處
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
い
づ
く
」
。
］
よ
り
か
は
出
け
ん
、
城
中
さ

し
て
飛
び
戾
り
け
り
。
之
を
見
る
人
幾
許
と
云
ふ
數
を
知
ら
ず
、
不
思
議
な
る
事
共
也
」
と
有
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
義
残
後
覚
」
（
ぎ
ざ
ん
こ
う
か
く
）
は
十
六
世
紀
末
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
世
間
話

集
。
全
七
巻
八
十
五
話
。
編
者
は
愚
軒
（
事
績
不
詳
で
あ
る
が
、
豊
臣
秀
次
の
側
近
衆
に
関
わ
り
の
あ
っ

た
御
伽
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
て
い
る
）
。
原
本
の
成
立
は
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
年
～
一
五

九
七
年
）
と
奥
書
が
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
今
に
伝
わ
る
そ
れ
は
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
下
る
も
の
と
見
ら

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-505050.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-505050.html


れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
続
史
籍
集
覧
」
第
七
冊
の
こ
ち
ら
で
、
原

文
が
読
め
る
。
ま
た
、
ず
っ
と
昔
に
、
「
柴
田
宵
曲 

妖
異
博
物
館 

人
魂
」
で
、
電
子
化
し
て
あ
る
の

で
、
そ
ち
ら
の
方
が
読
み
易
い
か
も
知
れ
ぬ
。］ 

 

死
す
る
前
に
人
玉
出
る
事
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
五
八
に
見
ゆ
。
歐
州
に
も
爾
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
し
か
く
」。
左
様
に
。
そ
の
よ
う
に
。］
云
ふ
由
、
例
せ
ば H

azlitt, `F
aith

s an
d
 F

o
lk

lo
re,` 1

9
0
5
, v

o
l.ii, 

p
5
8
0
 

に
見
ゆ
。
丁
抹
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
デ
ン
マ
ー
ク
」
。
］
に
て
、
小
兒
の
人
玉
は
小
く
て
赤
く
、
大

人
の
は
大
な
れ
ど
淡
赤
く
、
老
人
の
は
靑
し
と
云
ひ
、
「
ウ
ヱ

ー
ル
ス
」
で
は
、
大
人
の
は
大
に
し
て
赤
く
、

小
兒
の
は
小
さ
く
し
て
淡
靑
し
と
云
ふ
（
拙
文 
“L

ife-S
tar F

o
lk

-lo
re,

” N
o
tes an

d
 Q

u
eries, L

u
ly

1
3
, 

1
9
0
7
, p

.3
4
 

を
見
よ
）
。
ギ
リ
シ
ア
海
島
に
は
、
火
の
玉
を
、
空
中
の
鬼
が
、
死
人
の
魂
天
に
上
る
を
妨
ぐ

る
現
象
と
す
る
民
有
り
（B

en
t, `T

h
e C

y
clad

es,` 1
8
8
5
, p

.4
8

）
。
支
那
の
葬
法
に
復
の
式
あ
り
。
復
は
魂

を
取
り
戾
す
の
義
也
。
死
人
の
衣
を
更
る
に
先
ち
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
ふ
る
に
さ
き
だ
ち
」
。
］
、
淨
衣

を
持
て
屋
棟
に
上
り
、
北
に
向
て
還
り
玉
へ
と
三
呼
し
、
斯
く
て
魂
を
包
め
る
衣
を
持
下
り
、
絹
紐
も
て

括
り
て
魂
去
る
を
防
ぎ
、
飮
食
を
奉
ず
る
事
生
時
の
如
く
し
、
日
數
經
て
尸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
か

ば
ね
」
。］
を
葬
る
。
此
法
今
も
行
は
る
ゝ
所
有
り
と
ぞ
。
日
本
紀
卷
十
一
、
大
鷦
鷯
尊
、
菟
道
稚
郞
子
自

殺
し
て
三
日
な
る
に
、
自
ら
髮
を
解
き
屍
に
跨
り
三
呼
せ
し
に
、
太
子
蘇
り
、
用
談
を
果
し
て
薨
じ
玉
へ

る
由
を
載
す
。
但
し
魂
を
結
び
留
め
し
事
見
え
ず
。「
ホ
ス
」
人
、
「
バ
ン
ク
ス
」
島
人
、「
フ
ヰ

ジ
ー
」
島

人
等
も
、
死
人
の
魂
を
呼
び
戾
し
て
葬
り
し
由
な
れ
ど
、
今
も
然
る
や
否
を
知
ら
ず
（
予
の 
“O

n
 

C
h
in

ese 
B

eliefs 
ab

o
u
t 

th
e 

N
o
rth

,

” 
N

atu
re, 

v
o
l.li, 

p
.3

2
, 

1
8
9

4

）
。G

eo
.B

ro
w

n
, 

`M
elan

esian
s 

an
d
 

P
o
ly

n
esian

s,` 1
9
1
0
, p

.3
9
9
 

に
、
南
洋
の
「
ヨ
ル
ク
」
公
島
人
、
人
玉
を
幽
靈
と
す
と
有
れ
ど
、
魂
結
び
な

ど
の
事
を
記
せ
ず
。
本
邦
に
嫉
妬
酷
き
妻
の
生
魂
、
火
の
玉
と
成
て
、
夫
の
亡
妾
の
墓
に
赴
き
、
そ
の
火

の
玉
と
鬪
ひ
勝
し
談
有
り
し
と
記
憶
す
れ
ど
、
出
所
を
忘
れ
た
り
。
又
晉
書
に
、
東
海
王
越
死
、
帝
哀
痛
、

越
柩
被
焚
、
乃
招
魂
、
葬
越
於
丹
徒
、
中
宗
以
爲
非
禮
、
乃
下
詔
曰
、
夫
冢
以
藏
形
、
廟
以
安
神
、
今
世

招
魂
葬
者
、
是
埋
神
也
、
其
禁
之
《
東
海
王
、
越
、
死
す
。
帝
、
哀
痛
す
。
越
の
柩
は
焚
か
れ
、
乃

す
な
は

ち
、

魂
を
招
き
て
、
越
を
丹た

ん

徒と

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
丹
徒
区
。
］
に
葬
む
る
。
中
宗
、

以
つ
て
「
禮
に
非
ず
。」
と
爲な

し
、
乃
ち
、
詔
を
下
し
て
曰
く
、「
夫そ

れ
、
冢つ

か

は
以
つ
て
形
を
藏か

く

す
。
廟
は

以
つ
て
神
を
安
ん
ず
。
今
の
世
の
招
魂
葬
な
る
者
は
、
是
れ
、
神
を
埋う

づ

む
る
な
り
。
其
れ
、
之
れ
を
禁
ぜ

よ
。」
と
。》
と
見
ゆ
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1259252/45
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-19f2.html
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B1%9F%E8%98%87%E7%9C%81+%E9%8E%AE%E6%B1%9F%E5%B8%82+%E4%B8%B9%E5%BE%92%E5%8C%BA/@32.2177973,119.4580615,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x35b42e1dfc5b1b49:0xe5d91229562b1326!8m2!3d32.2534299!4d119.64965


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
死
す
る
前
に
人
玉
出
る
事
、
倭
漢
三
才
圖
會
卷
五
八
に
見
ゆ
」
既
注
の
『
「
和
漢
三

才
圖
會
」
巻
第
五
十
八
「
火
類
」
よ
り
「
靈
䰟
火
（
ひ
と
だ
ま
）」』
を
参
照
。 

「H
azlitt, `F

aith
s an

d
 F

o
lk

lo
re,` 1

9
0
5
, v

o
l.ii, p

5
8
0

」
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
「
信
仰
と

民
俗
学
」
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
こ
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
不
審
な
部
分
が
あ
る
。
即
ち
、
以
下
の
デ
ン
マ

ー
ク
の
そ
れ
は
、
こ
こ
で
は
な
く
、
次
の
注
の
熊
楠
の
記
事
で
、
別
の
人
物
か
ら
の
提
供
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

「`L
ife-S

tar F
o
lk

-lo
re,` N

o
tes an

d
 Q

u
eries, L

u
ly

1
3
, 1

9
0
7
, p

.3
4

」「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
こ
で
原
本

の
当
該
部
が
読
め
る
。「『
生
き
て
い
る
星
の
如
く
光
る
物
（
＝
人
魂
）』
の
民
間
伝
承
」。 

「B
en

t, `T
h
e C

y
clad

es,` 1
8
8
5
, p

.4
8

」
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
・
考
古
学
者
・
作
家
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
セ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
ト
（Jam

es T
h
eo

d
o
re B

en
t 

一
八
五
二
年
～
一
八
九
七
年
）
の
「
キ
ク
ラ
デ
ス

諸
島
又
は
島
内
の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
の
生
活
」（T

h
e C

ycla
d
es; o

r, L
ife a

m
o
n

g
 th

e In
su

la
r G

reeks

）。
原

本
当
該
部
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
こ
。 

「
支
那
の
葬
法
に
復
の
式
あ
り
。
復
は
魂
を
取
り
戾
す
の
義
也
」
サ
イ
ト
「E
M

O
R

IA
L

 C
E

R
E

M
O

N
Y

 

S
O

U
･
S

E
N

」
内
の
「
中
国
の
古
代
葬
儀
」
の
ペ
ー
ジ
の
「
魂
呼
び
」
に
以
下
の
「
復ふ

く

の
式
」
記
載
が
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

人
が
奥
の
室
で
亡
く
な
る
と
、
は
じ
め
に
死
者
に
掛
け
ふ
と
ん
を
掛
け
、
着
て
い
た
服
を
脱
が
せ
る
。

そ
し
て
小
臣
が
死
者
の
口
を
開
き
、
歯
に
さ
じ
を
噛
ま
せ
る
。
ま
た
ひ
じ
か
け
で
両
足
を
は
さ
み
、
足
が

曲
が
る
の
を
防
ぐ
。
次
に
干
し
た
肉
と
塩
辛
と
酒
を
死
者
の
右
側
に
供
え
る
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
堂
に
カ

ー
テ
ン
を
垂
ら
し
て
室
の
な
か
を
隠
す
。 

 

復
者
（
魂
招
き
を
す
る
者
）
が
一
人
呼
ば
れ
、
死
者
の
礼
服
を
左
肩
に
か
け
て
屋
根
に
昇
り
、
屋
根
の

中
央
に
北
を
向
い
て
立
ち
、
衣
服
を
振
り
な
が
ら
死
者
に
呼
び
か
け
る
、
「
ハ
ー
ア
、
某
（
死
者
の
名
）

よ
、
帰
り
来
た
れ
」 

 

３
度
そ
の
よ
う
に
し
て
招
い
た
あ
と
、
庭
に
向
か
い
衣
服
を
投
げ
下
ろ
す
。
そ
れ
を
か
ご
で
受
け
と
め
、

東
の
階
段
か
ら
堂
に
昇
っ
て
、
死
者
に
そ
れ
を
着
せ
掛
け
る
。
招
い
た
衣
服
に
は
魂
が
つ
つ
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
着
せ
れ
ば
魂
が
も
と
に
戻
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
魂
呼
び
の
風
習
は
ど
こ
に
お
い
て
も
行

わ
れ
た
も
の
で
、
旅
館
で
死
ぬ
と
旅
館
、
戦
場
で
死
ぬ
と
戦
場
で
矢
を
も
っ
て
復
を
行
っ
た
と
い
う
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-505050.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-505050.html
https://archive.org/details/faithsandfolklo00hazlgoog/page/n254/mode/2up?view=theater
https://archive.org/details/s10notesqueries08londuoft/page/34/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries08londuoft/page/34/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries08londuoft/page/34/mode/2up
https://archive.org/details/s10notesqueries08londuoft/page/34/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/48/mode/2up
https://archive.org/details/cycladesorlifea01bentgoog/page/48/mode/2up
http://web.sanin.jp/p/sousen/1/3/1/15/2/
http://web.sanin.jp/p/sousen/1/3/1/15/2/
http://web.sanin.jp/p/sousen/1/3/1/15/2/
http://web.sanin.jp/p/sousen/1/3/1/15/2/
http://web.sanin.jp/p/sousen/1/3/1/15/2/


 

こ
の
招
魂
の
儀
式
を
行
な
っ
て
も
死
者
が
生
き
返
ら
ぬ
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
葬
送
の
準
備
が
始
め
ら

れ
る
。 

 

葬
送
儀
礼
の
目
的
は
、
死
者
の
身
体
を
大
切
に
扱
う
こ
と
と
、
そ
の
魂
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
る
。
歯
に

さ
じ
を
か
ま
せ
足
を
固
定
す
る
の
は
身
体
を
大
切
に
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
肉
や
酒
を
供
え
る
の
は
魂
に
仕

え
る
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

な
お
こ
こ
に
出
る
、
衣
服
を
死
者
の
屋
根
の
上
で
振
っ
て
「
魂
呼
び
」
を
す
る
習
俗
に
つ
い
て
は
、
私
が

大
学
時
代
、
唯
一
人
、
尊
敬
し
た
吹
野
安
先
生
の
実
体
験
談
を
忘
れ
な
い
。
先
生
は
茨
城
県
西
茨
城
郡
大

原
村
（
現
在
の
笠
間
市
）
の
御
出
身
だ
っ
た
が
、
御
母
堂
の
死
に
際
し
て
、
講
義
を
終
え
た
後
（
御
母
堂

と
の
約
束
で
、
万
一
、
亡
く
な
っ
て
も
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
戻
る
よ
う
に
と
厳
命
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
「
親
族
か
ら
は
、
死
に
目
に
逢
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
非
難
さ
れ
た
が
、
俺
は
、
平
気
だ
っ
た
ね
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
ま
ず
、
や
っ
た
の
が
、
実
家
の
屋
根
の
上
に
登
っ
て
、
母
の
普

段
着
を
、
西
に
向
か
っ
て
、
三
度
、
大
き
く
振
り
な
が
ら
、
「
お
～
い
！ 
お
～
い
！ 

お
～
い
！
」
と
、

「
魂
呼
び
」
を
し
た
、
と
お
話
に
な
ら
れ
た
の
を
、
私
は
非
常
に
印
象
深
く
覚
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
日
本
紀
卷
十
一
、
大
鷦
鷯
尊
、
菟
道
稚
郞
子
自
殺
し
て
三
日
な
る
に
、
自
ら
髮
を
解
き
屍
に
跨
り
三
呼

せ
し
に
、
太
子
蘇
り
、
用
談
を
果
し
て
薨
じ
玉
へ
る
由
を
載
す
」
「
大
鷦
鷯
尊
」
は
「
お
ほ
さ
さ
ぎ
の
す

め
ら
み
こ
と
」
で
後
の
仁
徳
天
皇
、
「
菟
道
稚
郞
子
」
は
「
う
ぢ
の
わ
き
い
ら
つ
こ
」
で
第
十
五
代
応
神

天
皇
皇
子
（
本
「
日
本
書
紀
」
で
は
皇
太
子
）
に
し
て
第
十
六
代
仁
徳
天
皇
の
異
母
弟
で
、
彼
の
ウ
ィ
キ

に
よ
れ
ば
、
『
父
応
神
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
て
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
も
の
の
、
異
母
兄
の
大
鷦
鷯
尊
』

『
に
皇
位
を
譲
る
べ
く
自
殺
し
た
と
い
う
美
談
が
知
ら
れ
る
』
但
し
、
こ
れ
は
「
日
本
書
紀
」
に
『
の
み

記
載
さ
れ
た
説
話
で
』、
「
古
事
記
」
で
は
『
単
に
夭
折
と
記
さ
れ
て
』
お
り
、
こ
れ
ら
記
紀
の
『
郎
子
に

関
す
る
記
載
に
は
』
、『
多
く
の
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
る
ほ
か
』
、
「
播
磨
国
風
土
記
」
に
は
『
郎
子
を
指
す

と
さ
れ
る
「
宇
治
天
皇
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
を
巡
っ
て
、
「
天
皇
即
位
説
」
や

「
仁
徳
天
皇
に
よ
る
郎
子
謀
殺
説
」
に
代
表
さ
れ
る
数
々
の
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
』
と
あ

る
。
原
文
は
以
下
。
訓
読
は
、
概
ね
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
岩
波
書
店
刊
の
黒
板
勝
美
編
「
日
本
書

紀
」
に
拠
っ
た
）、 

 
 

 

＊ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%9F%E9%81%93%E7%A8%9A%E9%83%8E%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%9F%E9%81%93%E7%A8%9A%E9%83%8E%E5%AD%90


太
子
曰
「
我
知
、
不
可
奪
兄
王
之
志
。
豈
久
生
之
、
煩
天
下
乎
。
」
乃
自
死
焉
。
時
大
鷦
鷯
尊
、
聞
太
子

薨
以
驚
之
、
從
難
波
馳
之
、
到
菟
道
宮
、
爰
太
子
薨
之
經
三
日
。
時
大
鷦
鷯
尊
、
摽
擗
叨
哭
、
不
知
所
如
、

乃
解
髮
跨
屍
、
以
三
乎
曰
「
我
弟
皇
子
。
」
乃
應
時
而
活
、
自
起
以
居
。
爰
大
鷦
鷯
尊
、
語
太
子
曰
「
悲

兮
、
惜
兮
、
何
所
以
歟
自
逝
之
。
若
死
者
有
知
、
先
帝
何
謂
我
乎
。
」
乃
太
子
啓
兄
王
曰
「
天
命
也
、
誰

能
留
焉
。
若
有
向
天
皇
之
御
所
、
具
奏
兄
王
聖
之
、
且
有
讓
矣
。
然
聖
王
聞
我
死
、
以
急
馳
遠
路
、
豈
得

無
勞
乎
。」
乃
進
同
母
妹
八
田
皇
女
曰
「
雖
不
足
納
采
、
僅
充
掖
庭
之
數
。」
乃
且
伏
棺
而
薨
。
於
是
大
鷦

鷯
尊
、
素
服
爲
之
發
哀
哭
之
甚
慟
。
仍
葬
於
菟
道
山
上
。 

（
太
子
曰
は
く
、 

「
我
れ
、
兄

王

い
ろ
ね
の
き
み

の
志
し
を
奪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
れ
り
。
豈
に
久
し
く
生
き
て
、
天
下
を
煩
は
し

む
や
。」 

と
、
の
た
ま
ひ
て
、
乃

す
な
は

ち
自
ら
死を

は

り
た
ま
ひ
ぬ
。
時
に
大
鷦
鷯
尊
、
『
太
子
、
薨

み
ま
か

れ
ま
し
ぬ
。
』
と
き
こ

し
め
し
て
、
以
つ
て
驚
き
て
、
難
波

な

に

は

よ
り
馳
せ
て
、
菟
道
宮

う

ぢ

の
み

や

に
到
り
ま
す
。
爰こ

こ

に
太
子
薨
れ
ま
し
て
三
日

に
經な

り
ぬ
。
時
に
大
鷦
鷯
尊
、
摽

み
む
ね

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
御
胸
」
か
。
］
、
擗う

ち
、
叨お

ら

ひ
哭な

き
て
、
所せ

む
如す

べ

を
知
ら
ず
。
乃
ち
、
髮

み
く
し

を
解
き
、
屍

か
ば
ね

に
跨

ま
た
が

り
、
以
つ
て
三
た
び
呼
び
て
曰
は
く
、 

「
我
は
弟
皇
子

い
ろ
と
の
み
こ

。」 

と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
、
時
に
、
應こ

た

へ
て
活

い
き
い

で
た
ま
ひ
、
自
ら
起
き
て
以
つ
て
居ゐ

ま
す
。
爰
に
大
鷦
鷯
尊
、

太
子
に
語
り
て
曰
は
く
、 

「
悲
し
き
か
も
、
惜
し
き
か
も
、
何
の
所
以

ゆ

ゑ

に
か
、
自
ら
逝す

ぎ
ま
し
し
。
若も

し
、
死
者
、
知

さ
と
り

有
ら
ば
、
先

帝
、
我

や
つ
が

れ
を
何い

か

が
謂お

は

せ
む
や
。」 

と
。 

 

乃
ち
、
太
子
、
兄
王
に
啓
し
て
曰
は
く
、 

「

天

命

い
の
ち
の
か
ど
り

な
り
。
誰た

れ

か
能
く
留
め
む
。
若
し
、
天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の
御お

所も
と

に

向
ま
う
で
い
た

る
こ
と
有
ら
ば
、
具
さ
に
兄
王

の
聖せ

い

に
し
て
、
且
つ
、
讓
り
有ま

し

ま
す
こ
と
を
奏
さ
む
。
然し

か

る
に
、
聖
王
、
我
は
死
を
聞
こ
し
め
し
、
以
つ

て
遠
き
路
よ
り
急
ぎ
馳い

で
ま
せ
り
。
豈
に
勞い

た

は
れ
る
無
き
こ
と
を
得
ん
や
。」 

と
。 

 

乃
ち
、
同
じ
母は

た

の
妹

い
ろ
と

八
田
皇
女

や
た
の
ひ
め
み
こ

を
進
め
て
曰
は
く
、 

「
納め

し
采い

る
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
僅
か
に
掖
庭

う
ち
つ
み
や

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
後
宮
。］
の

數
ひ
と
か
ず

に
充
て
た
ま
へ
。」 



と
。 

 

乃
ち
、
且ま

た
棺
に
伏
し
て
薨
れ
ま
し
ぬ
。
是
に
、
大
鷦
鷯
尊
、
素
服

あ
さ
の
み
そ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
麻
な
ど
の
加

工
し
な
い
生
地
の
ま
ま
か
白
地
の
布
で
作
っ
た
喪
服
。
］
た
て
ま
つ
り
て
、
爲
め
に
發
哀

か

な

し

み
、
哭

み
ね
な

き
て
甚

だ
慟い

た

み
た
ま
ふ
。
仍よ

り
て
、
菟
道
の
山
の
上
に
葬
し
ま
つ
る
。） 

 
 

 

＊ 

『「
ホ
ス
」
人
』
不
詳
。 

『
「
バ
ン
ク
ス
」
島
人
』
現
行
の
人
口
は
少
な
い
が
（
二
〇
一
一
年
現
在
百
十
二
人
）
、
カ
ナ
ダ
北
部
の
北

極
諸
島
に
あ
る
バ
ン
ク
ス
島
（B

an
k
s Islan

d
）
か
。
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
準
州
の
イ
ヌ
ヴ
ィ
ッ
ク
地
域

（In
u
v
ik

 R
eg

io
n

）
に
属
す
る
。
位
置
な
ど
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
参
照
。 

『「
フ
ヰ

ジ
ー
」
島
』
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
予
の 

“O
n
 C

h
in

ese B
eliefs ab

o
u
t th

e N
o
rth

,

” N
atu

re, v
o
l.li, p

.3
2

, 1
8
9
4

）」
英
文
サ
イ
ト
『n
atu

re

』

の
驚
く
べ
き
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
こ
ち
ら
で
（
悲
し
い
こ
と
に
日
本
は
こ
の
手
の
サ
イ
ト
で
は
、
致
命
的
に

後
進
国
で
あ
る
）、
当
該
記
事
を

P
D

F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
出
来
る
。「
『
北
』
に
就
い
て
の
中
国
の
信
仰

に
就
い
て
」。 

「G
eo

.B
ro

w
n
, `M

elan
esian

s an
d
 P

o
ly

n
esian

s,` 1
9
1
0
, p

.3
9
9

」
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
八
三
五
年

～
一
九
一
七
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
宣
教
師
に
し
て
民
族
学
者
。
若
い
頃
は
医
師
の
助
手
な

ど
を
し
て
い
た
が
、
一
八
五
五
年
三
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
移
住
し
、
説
教
者
と
な
り
、
一
八
五
九

年
に
フ
ィ
ジ
ー
へ
宣
教
師
と
し
て
渡
っ
て
、
翌
年
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
サ
モ
ア
に
向
か
っ
た
。
一
八
六
〇
年

十
月
三
十
日
に
到
着
し
て
よ
り
一
八
七
四
年
ま
で
サ
モ
ア
に
住
ん
だ
（
主
に
サ
バ
イ
イ
島
に
居
住
）
。
布

教
の
傍
ら
、
サ
モ
ア
の
言
語
・
文
化
を
学
び
、
シ
ド
ニ
ー
に
戻
り
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
後
に
メ
ラ
ネ

シ
ア
人
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
生
活
史
の
概
説
と
比
較
を
試
み
た
も
の
が
本
書
で
あ
っ
た
（
英
文
の
当
該
ウ

ィ
キ
に
拠
っ
た
）。「In

tern
et arch

iv
e

」
で
同
原
本
が
読
め
、
当
該
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
。 

『「
ヨ
ル
ク
」
公
島
人
』
不
詳
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
諸
島
の
一
島
の
旧
名
か
？ 

「
本
邦
に
嫉
妬
酷
き
妻
の
生
魂
、
火
の
玉
と
成
て
、
夫
の
亡
妾
の
墓
に
赴
き
、
そ
の
火
の
玉
と
鬪
ひ
勝
し

談
有
り
し
と
記
憶
す
れ
ど
、
出
所
を
忘
れ
た
り
」
こ
の
話
、
確
か
に
私
の
「
怪
奇
談
集
」
の
中
に
確
か
に

あ
る
記
憶
が
確
か
に
あ
る
の
だ
が
、
熊
楠
よ
ろ
し
く
、
探
し
得
な
い
。
似
た
よ
う
な
話
な
ら
、
私
の
「
耳

囊 

巻
之
十 

赤
坂
與
力
の
妻
亡
靈
の
事
」
が
そ
れ
に
か
な
り
近
い
。
別
に
発
見
次
第
、
追
記
す
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%82%B9%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%82%B9%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%82%B9%E5%B3%B6
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B8%E3%83%BC/@-19.5438973,146.0224442,3.75z/data=!4m5!3m4!1s0x6e1990fd703cdc5d:0x9e9c319946ef5b93!8m2!3d-17.713371!4d178.065032
https://www.nature.com/articles/051032a0
https://www.nature.com/articles/051032a0
https://www.nature.com/articles/051032a0.pdf
https://en.wikipedia.org/wiki/George_Brown_(missionary)
https://en.wikipedia.org/wiki/George_Brown_(missionary)
https://archive.org/details/melanesianspolyn00browuoft/page/n475/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/04/post-82d0.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/04/post-82d0.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/04/post-82d0.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/04/post-82d0.html


「
晉
書
」
と
す
る
以
下
の
引
用
は
、
原
本
に
は
類
似
し
た
文
字
列
は
あ
る
が
、
一
致
す
る
も
の
が
な
い
。
思

う
に
、
「
太
平
御
覽
」
の
「
禮
儀
部
三
十
四
」
の
「
葬
送
三
」
の
以
下
の
「
晉
中
興
書
」（
南
宋
の
何
法
盛
撰

の
史
書
で
、
諸
史
中
で
は
評
価
は
高
い
）
の
そ
れ
が
引
用
元
で
は
な
い
か
（
文
字
列
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
）
と

推
定
す
る
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
ち
ら
の
影
印
本
で
起
こ
す
。 

 
 

 

＊ 

「
晉
中
興
書
」
曰
、
『
東
海
王
越
妃
裴
氏
、
痛
越
棺
柩
被
焚
、
乃
招
魂
、
葬
越
於
丹
徒
。
中
宗
以
爲
非
禮
、

下
詔
曰
、「
夫
冢
以
藏
形
、
廟
以
安
神
。
今
世
招
魂
葬
者
、
是
埋
神
也
。
其
禁
之
。」』。 

 
 

 

＊ 

【
二
〇
二
二
年
五
月
五
十
七
日
：
追
記
】
何
時
も
御
指
摘
を
下
さ
る
T
氏
よ
り
、
『
こ
の
時
期
の
熊
楠
の

引
く
漢
籍
の
殆
ど
は
、
「
淵
鑑
類
函
」
を
元
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
晋
書
」
以
下
の
文
章
は
、
同
書

の
三
百
二
十
一
巻
霊
異
部
二
魂
魄
の
魂
魄
二
で
す
』
と
お
知
ら
せ
が
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
の
画
像
を
添
付
し
て
下
さ
っ
た
（
右
丁
六
行
目
「
増
」
の
後
の
部
分
が
当
該

部
）
。
「
淵
鑑
類
函
」
は
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）
で
、

一
七
一
〇
年
成
立
。
確
か
に
、
熊
楠
は
よ
く
本
書
の
名
を
挙
げ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
古
く
の
電
子

化
で
気
づ
い
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
そ
う
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
当
該
部
を
電
子
化
す
る
。 

 
 

 

＊ 

「
晉
書
」
云
、
『
東
海
王
越
、
死
。
帝
、
哀
痛
。
越
柩
被
焚
、
乃
招
魂
、
葬
越
於
丹
徒
。
中
宗
、
以
爲

「
非
禮
。」、
乃
下
詔
曰
、「
夫
冢
以
藏
形
、
廟
以
安
神
、
今
世
招
魂
葬
者
、
是
埋
神
也
。
其
禁
之
。」 

 
 

 

＊ 

T
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

以
下
は
、
底
本
で
は
、
本
文
の
行
頭
に
戻
る
。］ 

 

石
橋
君
、
古
今
集
の
歌
に
「
思
ひ
や
る
境
遙
か
に
成
り
や
す
る
惑
ふ
夢
路
に
逢
ふ
人
の
無
き
」
と
有
る

を
、
「
是
遠
け
れ
ば
夢
に
入
ら
ず
と
す
る
者
に
て
、
近
け
れ
ば
靈
魂
肉
體
を
離
れ
て
、
夢
に
入
る
と
す
る

者
也
」
と
評
せ
り
。
一
兩
年
前
歿
せ
し
英
國
稀
有
の
博
言
家
「
ゼ
ー
ム
ス
、
ブ
ラ
ツ
ト
」
曰
く
、
支
那
人

は
、
其
幽
靈
が
支
那
領
土
と
他
邦
に
於
け
る
居
留
地
の
外
に
現
ぜ
ず
と
信
ず
と
、
五
雜
俎
卷
十
五
に
も
云

く
、
江
北
多
狐
魅
、
江
南
多
山
魈
（
人
の
宅
に
據
り
婦
女
に
婬
す
る
鬼
）
、
鬼
魅
之
事
、
不
可
謂
無
也
、

余
同
年
之
父
、
安
丘
馬
大
中
丞
巡
按
浙
、
直
時
、
爲
狐
所
惑
、
萬
方
禁
之
、
不
可
得
、
日
就
尩
瘵
、
竟
謝

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=80646&page=86#%E5%A4%AB%E5%86%A2%E4%BB%A5%E8%97%8F%E5%BD%A2
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2596915/34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2596915/34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2596915/34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2596915/34


病
歸
、
魅
亦
相
隨
、
渡
淮
而
北
、
則
不
復
至
矣
《
江
北
に
は
、
狐
魅

こ

び

、
多
く
、
江
南
に
は
山
魈

さ
ん
し
や
う

多
し
。
鬼

魅
の
事
は
、
無
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
余
の
同
年
の
父ほ

、
安
丘
の
馬ま

大だ
い

中
丞
、
浙
・
直

ち
よ
く

が
巡
按
た

り
し
時
、
狐
の
爲
め
に
惑
は
さ
る
。
萬
方

ば
ん
ぱ
う

、
之
れ
を
禁

は
ら
へ

す
れ
ど
も
、
得
べ
か
ら
ず
。
日
に
尩
瘵

わ
う
さ
い

に
就
く
。

竟つ
ひ

に
「
病
ひ
」
と
謝
し
て
歸
る
。
魅
も
亦
、
相
ひ
隨
ふ
。
淮わ

い

を
渡
つ
て
北
す
れ
ば
、
則
ち
、
復ま

た
至
ら
ざ

り
き
。
》、
是
妖
怪
も
自
ら
繩
張
り
有
て
、
其
外
に
往
き
得
ざ
る
也
。
日
本
に
も
江
談
抄
に
、
唐
人
吉
備
公

を
密
室
に
幽
殺
せ
ん
と
せ
し
時
、
阿
部
仲
麿
の
亡
魂
現
は
れ
、
一
族
子
孫
が
故
鄕
に
於
け
る
近
況
を
聞
か

ん
迚
、
現
は
る
ゝ
每
に
、
會
ふ
人
驚
死
す
と
語
り
、
公
よ
り
阿
部
氏
七
八
人
、
當
時
の
官
位
形
勢
を
聞
知

て
大
悅
し
、
公
に
祕
事
を
傳
へ
て
、
其
厄
を
脫
せ
し
め
し
由
を
筆
せ
る
は
、
幽
靈
も
餘
り
遠
方
に
到
り
得

ず
と
せ
る
證
に
て
、
石
橋
君
の
評
說
に
照
ら
し
て
興
味
あ
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
石
橋
君
、
古
今
集
の
歌
に
「
思
ひ
や
る
境
遙
か
に
成
り
や
す
る
惑
ふ
夢
路
に
逢
ふ

人
の
無
き
」
と
有
る
を
、
「
是
遠
け
れ
ば
夢
に
入
ら
ず
と
す
る
者
に
て
、
近
け
れ
ば
靈
魂
肉
體
を
離
れ
て
、

夢
に
入
る
と
す
る
者
也
」
と
評
せ
り
』
前
掲
書
の
こ
こ
（
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
歌
は
「
古
今
和
歌
集
」

巻
第
十
一
「
戀
歌
一
」
に
あ
る
詠
み
人
知
ら
ず
の
〈
夢
に
逢
う
恋
〉
四
首
の
第
一
首
（
五
二
四
番
）。 

「
ゼ
ー
ム
ス
、
ブ
ラ
ツ
ト
」
不
詳
。 

「
五
雜
俎
卷
十
五
に
も
云
く
、
江
北
多
狐
魅
、…

…

」
「
五
雜
組
」
と
も
表
記
す
る
。
明
の
謝
肇
淛

し
ゃ
ち
ょ
う
せ
い

が
撰

し
た
歴
史
考
証
を
含
む
随
筆
。
全
十
六
巻
（
天
部
二
巻
・
地
部
二
巻
・
人
部
四
巻
・
物
部
四
巻
・
事
部
四

巻
）。
書
名
は
元
は
古
い
楽
府

が

ふ

題
で
、
そ
れ
に
「
各
種
の

彩
い
ろ
ど
り

を
以
っ
て
布
を
織
る
」
と
い
う
自
在
な
対
象

と
考
証
の
比
喩
の
意
を
掛
け
た
。
主
た
る
部
分
は
筆
者
の
読
書
の
心
得
で
あ
る
が
、
国
事
や
歴
史
の
考
証

も
多
く
含
む
。
一
六
一
六
年
に
刻
本
さ
れ
た
が
、
本
文
で
、
遼
東
の
女
真
が
、
後
日
、
明
の
災
い
に
な
る

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
見
解
を
記
し
て
い
た
た
め
、
清
代
に
な
っ
て
中
国
で
は
閲
覧
が
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
、

中
華
民
国
に
な
っ
て
や
っ
と
復
刻
さ
れ
て
一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
経
緯
を
持
つ
。

以
上
の
熊
楠
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
寛
政
七
（
一

七
九
五
）
年
京
都
板
行
版
の
訓
点
附
き
の
こ
ち
ら
で
、
当
該
部
と
校
合
し
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
訓
読
し
た
。 

「
山
魈
」
に
つ
い
て
は
、
「
柴
田
宵
曲 

俳
諧
博
物
誌
（
１
１
） 

河
童
」
の
私
の
「
山
魈
」
の
注
を
参

照
さ
れ
た
い
。 

「
父
」
男
性
へ
の
敬
称
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/79
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/79
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/759851/79
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko31/bunko31_e1953/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko31/bunko31_e1953/index.html
https://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko31/bunko31_e1953/bunko31_e1953_0008/bunko31_e1953_0008_p0030.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/11/post-3024.html


「
馬
大
」
姓
名
で
「
大
」
は
字

あ
ざ
な

で
あ
ろ
う
。 

「
巡
按
」
監
察
御
史
。 

「
尩
瘵
」
身
体
が
弱
っ
て
病
み
つ
く
こ
と
。 

「
江
談
抄
に
、
唐
人
吉
備
公
を
密
室
に
幽
殺
せ
ん
と
せ
し
時
、…

…

」
「
江
談
抄
」
（
が
う
だ
ん
せ
う
（
ご

う
だ
ん
し
ょ
う
）
）
は
平
安
後
期
の
説
話
文
学
。
全
六
巻
。
大
江
匡
房

ま
さ
ふ
さ

の
談
話
を
藤
原
実
兼
な
ど
が
筆
録

し
た
も
の
。
書
名
は
「
江
」
家
の
言
「
談
」
の
「
抄
」
出
の
意
。
天
永
二
（
一
一
一
一
）
年
頃
の
成
立
。

公
事
・
摂
関
事
・
仏
神
事
・
雑
事
・
漢
詩
文
に
関
わ
る
故
事
や
文
学
論
。
説
話
な
ど
を
分
類
し
て
載
せ
る
。

以
下
は
、
「
江
談
抄
」
第
三
の
冒
頭
あ
る
「
吉
備
入
唐
（
き
び
に
つ
た
う
）
の
間
の
事
」
の
一
節
。
所
持

す
る
が
、
長
い
の
で
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
サ
イ
ト
「
龍
神
楊
貴
妃
伝
」
の
こ
ち
ら
に
、
原
文
と
現
代
語
訳

が
載
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
阿
部
仲
麿
」
阿
倍
仲
麻
呂
（
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
～
大
暦
五
（
七
七
〇
）
年
）
。
奈
良
時
代
の
遣
唐

留
学
生
。
養
老
元
（
七
一
七
）
年
に
吉
備
真
備
・
玄
昉

げ
ん
ぼ
う

ら
と
と
も
に
入
唐
、
玄
宗
に
仕
え
、
李
白
・
王
維

ら
の
文
人
と
交
っ
た
。
朝
衡

ち
ょ
う
こ
う

と
唐
名
を
称
し
た
。
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
に
帰
国
し
よ
う
と
し
た
が
、

海
難
の
た
め
、
果
た
せ
ず
、
在
唐
五
十
余
年
、
七
十
二
歳
で
客
死
し
た
。
私
は
敦
煌
に
旅
し
た
際
、
西
安

で
「
紀
念
碑
」
を
詣
で
た
。
な
お
、
「
江
談
抄
」
の
上
記
の
記
事
で
は
、
彼
が
大
臣
と
し
て
入
唐
し
た
と
か
、

吉
備
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
楼
で
ず
っ
と
前
に
餓
死
し
た
と
か
、
な
い
こ
と
な
い
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
書
か
れ

て
あ
る
の
で
、
注
意
さ
れ
た
い
。］ 

 

歐
州
に
も
古
へ
夢
中
に
魂
拔
出
づ
る
と
せ
る
例
、
蘇
格
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
。
］

に
て
二
人
暑
を
避
け
て
小
流
邊
に
憩
ひ
、
其
一
人
眠
り
け
る
に
、
口
よ
り
黑
蜂
程
の
物
出
て
、
苔
を
踏
で
、

流
れ
が
急
下
す
る
上
に
橫
は
れ
る
枯
草
莖
を
步
み
對
岸
の
廢
舍
に
入
る
を
、
今
一
人
覩
て
驚
き
搖
起
せ
し

に
、
其
人
寤
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
め
て
」
。
底
本
は
「
寢
」
。
「
選
集
」
で
訂
し
た
。
］
面
白
き
夢
を

破
ら
れ
つ
る
、
我
れ
眠
中
沃
野
を
橫
ぎ
、
宏
河
の
邊
に
出
で
、
瀧
の
上
な
る
銀
の
橋
を
渡
り
、
大
宮
殿
裏

金
寶
堆
積
せ
る
を
取
ん
と
せ
る
所
を
起
さ
れ
き
と
怨
め
り
て
ふ
譚
有
り
。
又
六
世
紀
に
「
バ
ー
ガ
ン
ヂ
ー
」

王
た
り
し
「
ゴ
ン
ド
ラ
ン
」
、
狩
に
憊
れ
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
か
れ
て
」
。］
小
流
側
に
睡
り
し
を
、

一
侍
臣
守
り
け
る
内
、
王
の
口
よ
り
一
小
獸
出
で
、
河
を
渡
ら
ん
と
し
て
能
は
ず
。
侍
臣
刀
を
拔
い
て
流

に
架
す
れ
ば
、
小
獸
輙
ち
渡
て
、
彼
岸
の
小
丘
麓
の
穴
に
入
り
、
暫
く
し
て
又
出
で
、
刀
を
踏
で
還
て
王

の
口
に
入
る
。
是
に
於
て
王
寤
て
語
る
ら
く
、
吾
れ
稀
代
の
夢
を
見
つ
。
譬
へ
ば
磨
け
る
鋼
の
橋
を
踏
で
、

http://www.minomusi.net/youkihi/goudankibinitto.html


飛
沫
四
散
す
る
急
流
を
渡
り
、
金
寶
盈
足
せ
る
地
下
宮
に
入
り
し
と
覺
ゆ
と
。
因
て
衆
を
集
め
、
其
所
を

掘
て
夥
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
び
た
だ
し
く
」
。
］
財
物
を
獲
、
信
神
慈
善
の
業
に
施
せ
り
と
云
ふ
。

（C
h
am

b
ers, `T

h
e B

o
o
k
 o

f D
ay

s,` 1
8
7
2
, v

o
l.i, p

.2
7
6

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
「
バ
ー
ガ
ン
ヂ
ー
」
王
た
り
し
「
ゴ
ン
ド
ラ
ン
」
』
次
注
の
原
本
に
は
「k

in
g
 o

f 

B
u
rg

u
n
d
y

」
、
そ
の
前
に
「G

o
n
tran

」
と
あ
る
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
王
で
、
五
三
二
年

生
ま
れ
で
、
五
九
二
年
或
い
は
翌
年
に
没
し
て
い
る
。
英
文
の
サ
イ
ト
「E

n
cy

clo
p
æ

d
ia B

ritan
n
ica

」
の

彼
の
記
載
を
参
照
し
た
。 

「C
h
am

b
ers, `T

h
e B

o
o
k
 o

f D
ay

s,` 1
8
7
2
, v

o
l.i, p

.2
7
6

」、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
出
版
業
者
に
し
て
地
質
学

者
・
法
学
博
士
・
進
化
論
者
・
作
家
で
も
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
（R

o
b
ert C

h
am

b
ers 

一

八
〇
二
年
～
一
八
七
一
年
）
の
畢
生
の
一
作
で
、
本
邦
で
は
副
題
（a

 m
iscella

n
y o

f p
o
p

u
la

r a
n
tiq

u
ities 

in
 co

n
n
ectio

n
 w

ith
 th

e ca
len

d
a
r, in

clu
d
in

g
 a

n
ecd

o
te, b

io
g
ra

p
h
y &

 h
isto

ry, cu
rio

sities o
f litera

tu
re, a

n
d
 

o
d
d
ities o

f h
u
m

a
n
 life a

n
d
 ch

a
ra

cter

：
逸
話
、
伝
記
と
歴
史
、
文
学
へ
の
好
奇
心
、
人
間
の
生
活
と
性
格

の
奇
妙
さ
な
ど
、
曆
に
関
連
す
る
一
般
的
古
代
遺
物
の
雑
記
に
就
い
て
）
の
方
を
縮
約
し
て
「
創
造
の
自

然
史
の
痕
跡
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
原
本
の
当
該
部
は
こ
こ
。 

 

以
下
の
段
落
は
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
。］ 

 

人
の
魂
死
し
て
動
物
と
現
ず
る
例
、
日
本
紀
卷
十
一
、
蝦
夷
、
田
道
を
殺
し
て
後
、
其
墓
を
掘
り
し
に
、

田
道
大
蛇
と
な
つ
て
彼
等
を
咋
殺
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
ひ
こ
ろ
す
」
。
］
、
と
載
せ
、
今
昔
物
語
等
に
、

女
の
怨
念
蛇
に
現
ぜ
し
話
多
し
。
新
著
聞
集
十
一
篇
に
、
下
女
死
し
て
貯
金
に
執
着
し
、
蠅
と
な
つ
て
主

人
の
側
を
離
れ
ざ
り
し
談
有
り
。
英
國
に
蛾
を
死
人
の
魂
、
又
魅
（
フ
エ
ヤ
リ
ー
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

ル
ビ
で
は
な
く
、
本
文
。
］
と
す
る
地
有
り
。
希
臘
語
に
蛾
も
魂
も
同
名
な
る
に
似
通
へ
り
（K

eig
h
tley, 

`T
h
e F

airy
 M

y
th

o
lo

g
y,` ed

.B
o
h
n
, 1

8
8
4
, p

.2
9
8
, n

.

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
日
本
紀
卷
十
一
、
蝦
夷
、
田
道
を
殺
し
て
後
、…

…

」
「
仁
德
天
皇
紀
」
の
以
下
の

一
節
。
処
理
は
前
に
同
じ
。 

 
 

 

＊ 

五
十
五
年
、
蝦
夷
叛
之
。
遣
田
道
令
擊
、
則
爲
蝦
夷
所
敗
、
以
死
于
伊
峙
水
門
。
時
有
從
者
、
取
得
田
道

之
手
纏
、
與
其
妻
。
乃
抱
手
纏
而
縊
死
、
時
人
聞
之
流
涕
矣
。
是
後
、
蝦
夷
亦
襲
之
略
人
民
、
因
以
、
掘

田
道
墓
、
則
有
大
虵
、
發
瞋
目
自
墓
出
以
咋
、
蝦
夷
悉
被
虵
毒
而
多
死
亡
、
唯
一
二
人
得
免
耳
。
故
時
人

https://www.britannica.com/biography/Guntram-king-of-Burgundy
https://www.britannica.com/biography/Guntram-king-of-Burgundy
https://archive.org/details/bookofdaysmiscel01cham/page/276/mode/2up


云
、「
田
道
雖
既
亡
、
遂
報
讎
。
何
死
人
之
無
知
耶
。
」。 

（
五
十
五
年
、
蝦
夷

え

み

し

、
叛そ

む

き
ぬ
。
田
道

た

ぢ

を
遣
は
し
て
、
擊
た
し
め
た
ま
ふ
。
則
ち
、
蝦
夷
の
爲
め
に
敗
ら

れ
て
、
以
つ
て
、
伊
峙

い

し

の
水
門

み

な

と

に
死ま

か

り
ぬ
。
時
に
從
者

つ
か
ひ
び
と

有
り
て
、
田
道
の
手て

纏ま
き

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
上
代

の
装
身
具
。
玉
や
鈴
に
ひ
も
を
通
し
て
手
に
巻
い
た
も
の
。「
く
し
ろ
」
と
も
称
す
る
。］
を
取
り
得
て
、

其
の
妻
に
與あ

た

ふ
。
乃

す
な
は

ち
、
手
纏
を
抱い

だ

き
て
縊
死

く
び
り
し

に
た
り
。
時
の
人
、
之
れ
を
聞
き
て
流
涕

か

な

し
む
。
是
の
後の

ち

に
、
蝦
夷
、
亦
、
襲
ひ
て
人
民
を
略か

す

む
。
因
り
て
以
つ
て
、
田
道
の
墓
を
掘
る
に
、
則
ち
、
大
な
る
虵

を
ろ
ち

有

り
て
、
目
を
發
瞋

い

か

ら

し
て
墓
よ
り
出
で
、
以
つ
て
咋く

ら

ふ
。
蝦
夷
、
悉
く
に
虵
の
毒
を
被
り
て
、
多
く
死
に
亡う

せ
ぬ
。
唯た

だ

、
一
、
二
人
、
免
か
る
る
こ
と
を
得
た
る
の
み
。
故
に
、
時
の
人
、
云
は
く
、 

「
田
道
、
既
に
既
に
亡

み
ま
か

る
と
雖
も
、
遂
に
讎あ

だ

を
報
ゆ
。
何
ぞ
死
に
た
る
人
の
知さ

と

り
無
か
ら
む
や
。」 

と
。） 

 
 

 

＊ 

「
新
著
聞
集
十
一
篇
に
、
下
女
死
し
て
貯
金
に
執
着
し
、…

…

」
『
小
泉
八
雲 

蠅
の
は
な
し 

 

（
大

谷
正
信
訳
） 

附
・
原
拠
』
の
私
の
注
で
電
子
化
し
て
あ
る
。 

「K
eig

h
tley, `T

h
e F

airy
 M

y
th

o
lo

g
y,` ed

.B
o
h
n
, 1

8
8
4
, p

.2
9
8
, n

.

」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
作
家
・
歴

史
学
者
ト
マ
ス
・
カ
イ
ト
リ
ー
（T

h
o
m

as K
eig

h
tley 

一
七
八
九
年
～
一
八
七
二
年
）
が
一
八
二
八
年
に

最
初
に
著
し
た
「
妖
精
神
話
学
」。］ 

 

綠
洲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」
。
］
人
、
靈
魂
、
睡
中
體
を
脫
し
、
狩
獵
舞
踏
訪
交
す

と
云
ふ
は
、
正
し
く
斯
る
夢
を
見
る
に
出
づ
。
北
米
印
度
甸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
イ
ン
ジ
ア
ン
」。
］
、
夢

に
魂
拔
出
て
、
物
を
求
む
る
事
有
ん
に
、
覺
め
て
後
力
め
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
と
め
て
」
。
］
其
物

を
手
に
入
れ
ず
ば
、
魂
遂
に
求
め
煩
う
て
全
く
身
を
去
り
終
る
と
云
ふ
。
新
西
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
。
］
人
は
、
魂
夢
に
死
人
鄕
に
入
り
、
諸
亡
友
と
話
す
と
信
じ
、
「
カ
レ
ン
ス
」

は
、
夢
に
見
る
こ
と
悉
く
魂
が
親
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
た
し
く
」
。
］
見
聞
す
る
所
と
信
ず
。
濠
州

土
人
、
「
コ
ン
ド
」
人
等
、
其
巫
祝
、
夢
に
神
境
に
遊
ぶ
と
す
。
「
ア
ウ
グ
ス
チ
ン
」
尊
者
の
書
に
、
人
有

り
、
一
儒
士
に
難
讀
の
書
の
解
釋
を
求
め
し
も
、
平
素
應
ぜ
ざ
り
し
が
、
或
夜
其
人
就
牀
に
先
ち
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
き
だ
ち
」
。
］
、
儒
士
來
て
之
を
解
き
吳
れ
た
り
。
後
日
に
及
び
、
其
故
を
問
ひ
、
甫
て

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
も
と
め
て
」
。
］
儒
士
の
魂
が
、
夢
に
體
を
出
で
問
ふ
人
の
室
に
現
じ
、
其
未
だ
眠

ら
ざ
る
間
に
之
を
敎
へ
た
る
を
知
れ
り
と
載
た
り
（T

y
lo

r, `P
rim

itiv
e C

u
ltu

r,` N
ew

 Y
o
rk

, 1
8
8
8
, v

o
l.i, 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/09/post-a488a8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/09/post-a488a8.html


p
p
.4

3
7
, 4

4
1

）。「
ニ
ウ
ー
ブ
リ
ツ
ン
」
島
人
は
、
靈
魂
、
人
形
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
と
が
た
」
。
］
を
具

し
、
常
に
其
體
内
に
棲
み
、
眠
中
又
氣
絕
中
の
み
、
拔
出
る
と
信
じ
、
眠
た
き
時
、
予
の
魂
他
行
せ
ん
と

欲
す
と
云
ふ
（
和
歌
山
市
の
俗
、
坐
睡
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ゐ
ね
む
り
」
。
］
を
根
來
詣
り
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
「
ね
ご
ろ
ま
ゐ
り
」
。
］
と
稱
す
。
寐
と
根
、
國
音
近
き
に
出
ず
る
洒
落
乍
ら
、
本
と
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
も
と
」
。
］
睡
中
魂
拔
出
る
と
想
ひ
し
に
出
る
や
疑
を
容
れ
ず
）
。
サ
モ
ア
島
民
の
信
、
粗
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
「
ほ
ぼ
」
。
］
之
に
同
じ
く
、
夢
中
見
る
所
、
靈
魂
實
に
其
地
に
往
き
其
事
を
行
へ
り
と
す

（B
ro

w
n
,o

p
.cit., p

p
.1

9
2
, 2

1
9

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「T

y
lo

r, `P
rim

itiv
e C

u
ltu

r,` N
ew

 Y
o
rk

, 1
8
8
8
, v

o
l.i, p

p
.4

3
7

, 4
4
1

」「
原
始
文
化
」
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
で
、
宗
教
の
起
源
に
関
し
て
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
提
唱
し
た
「
文
化
人
類
学
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ー
（E

d
w

ard
 B

u
rn

ett T
y
lo

r 

一
八
三
二
年
～
一
九
一

七
年
）
の
代
表
作
で
、
一
八
七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
代
表
作
。「In

tern
et arch

iv
e

」（
但
し
、
一
九
二

〇
年
版
だ
が
、
一
致
す
る
）
の
こ
こ
と
、
こ
こ
。 

『
「
ニ
ウ
ー
ブ
リ
ツ
ン
」
島
』
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
島
。
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島

最
大
の
島
。
火
山
・
荒
野
と
、
長
い
植
民
地
の
歴
史
で
知
ら
れ
る
。 

「B
ro

w
n
,o

p
.cit., p

p
.1

9
2
, 2

1
9

」
こ
こ
と
、
こ
こ
。 

 

以
下
の
段
落
は
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
。］ 

 

熊
楠
按
ず
る
に
、
靈
魂
不
斷
人
身
内
に
棲
む
と
は
、
何
人
に
も
知
れ
切
つ
た
事
の
樣
な
れ
ど
、
又
例
外

無
き
に
非
ず
。
極
地
の
「
エ
ス
キ
モ
ー
」
は
、
魂
と
、
身
と
、
名
と
三
つ
集
り
て
個
人
を
成
す
。
魂
常
に

身
外
に
在
り
て
、
身
に
伴
ふ
事
影
の
身
を
離
れ
ざ
る
如
く
、
離
る
れ
ば
身
死
す
、
と
信
ず
（R

asm
u
ssen

, 

`T
h
e P

eo
p
le o

f th
e P

o
lar N

o
rth

,` 1
9
0
8
, p

.1
0
6

）。
神
道
に
幸
魂
、
奇
魂
、
和
魂
、
荒
魂
等
を
列
し
、
支
那

に
魂
魄
を
分
ち
、
佛
典
に
魂
識
、
魄
識
、
神
識
、
倶
生
神
等
の
名
有
り
。
古
埃
及
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
エ
ジ
プ
ト
」
。
］
人
は
、
「
バ
イ
」
（
魂
）
の
外
に
「
カ
」
（
副
魂
）
を
認
め
た
り
（
第
十
一
板
大
英
類
典

九
卷
五
五
頁
）
。
是
等
は
、
魂
の
想
像
進
み
て
、
人
身
に
役
目
と
性
質
異
な
る
數
種
の
魂
有
り
と
見
た
る

に
て
、
其
内
に
眠
中
死
後
體
に
留
る
魂
と
、
拔
出
る
魂
と
有
り
と
せ
る
や
ら
ん
。
近
代
迄
、
多
島
洋
民
中

に
は
、
死
後
貴
人
の
魂
の
み
殘
り
、
下
民
の
魂
は
全
く
消
失
す
と
信
ぜ
る
者
あ
り
た
り
（W

aitz u
n
d
 

G
erlan

d
, `A

n
th

ro
p
o
lo

g
ie d

er N
atu

rv
ö

lk
er,` 1

8
7
2
, B

an
d
 V

I, S
. 3

0
2

）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「R

asm
u
ssen

, `T
h
e P

eo
p
le o

f th
e P

o
lar N

o
rth

,` 1
9
0
8

, p
.1

0
6

」
グ
リ
ー
ン
・
ラ
ン
ド

https://archive.org/details/primitiveculture01tylouoft/page/436/mode/2up
https://archive.org/details/primitiveculture01tylouoft/page/440/mode/2up
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%86%E3%83%B3%E5%B3%B6/@-5.3254628,141.4288106,5.75z/data=!4m5!3m4!1s0x68ebb8cd184926e3:0x81294931e989446f!8m2!3d-5.7465904!4d150.7679216
https://archive.org/details/melanesianspolyn00browuoft/page/n249/mode/2up
https://archive.org/details/melanesianspolyn00browuoft/page/n275/mode/2up


の
極
地
探
検
家
に
し
て
人
類
学
者
で
、
「
エ
ス
キ
モ
ー
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ヌ
ー
ト
・
ラ
ス
ム
ッ
セ

ン
（K

n
u
d
 Jo

h
an

 V
icto

r R
asm

u
ssen

 

一
八
七
九
年
～
一
九
三
三
年
）。
デ
ン
マ
ー
ク
人
。
グ
リ
ー
ン
・

ラ
ン
ド
の
北
西
航
路
を
始
め
て
犬
橇
で
横
断
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
グ
リ
ー
ン
・
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
の

イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
間
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
「
極
北
の
人
々
」
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
風
俗

を
纏
め
た
旅
行
記
で
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
が
読
め
る
。
当
該
ペ
ー
ジ
は
こ

こ
。 

「W
aitz u

n
d
 G

erlan
d
, `A

n
th

ro
p
o
lo

g
ie d

er N
atu

rv
ö
lk

er,` 1
8
7
2
, B

an
d
 V

I, S
. 3

0
2

」
ド
イ
ツ
の
心
理
学

者
・
人
類
学
者
テ
オ
ド
ー
ル
・
ウ
ェ
イ
ツ
（T

h
eo

d
o
r W

aitz 

一
八
二
一
年
～
一
八
六
四
年
）
が
書
い
た

も
の
に
、
人
類
学
者
・
地
球
物
理
学
者
で
あ
っ
た
ゲ
オ
ル
グ
・
カ
ー
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ゲ
ラ
ン
ド

（G
eo

rg
 K

arl C
o
rn

eliu
s G

erlan
d
 

一
八
三
三
年
～
一
九
一
九
年
）
が
書
き
足
し
て
完
成
し
た
「
原
始
人

類
学
」。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
が
視
認
出
来
る
（
私
は
ド
イ
ツ
語
は
読
め
な
い
の
で
後
者
の
リ
ス
ト

の
リ
ン
ク
に
留
め
た
）。］ 

 

阿
非
利
加
の
「
イ
ボ
」
族
の
人
言
く
、
祖
先
來
の
口
碑
の
外
に
、
靈
魂
が
睡
眠
中
拔
出
る
を
證
す
る
は
、

夢
尤
も
力
あ
り
と
（A

. G
. L

eo
n
ard

, `T
h
e L

o
w

er N
ig

er an
d
 its T

rib
es,` 1

9
0
6
, p

.1
4
5

）。「
ト
マ
ス
」
氏
が

大
英
類
典
十
一
板
八
卷
に
筆
せ
る
夢
の
條
に
云
く
、
下
等
人
種
夢
の
源
由
を
說
く
に
二
樣
有
り
。
一
は
魂

が
外
出
し
て
、
身
外
の
地
處
生
人
死
人
を
訪
ふ
と
し
、
一
は
死
者
等
の
魂
が
來
て
其
人
に
會
ふ
と
す
る
也

と
。
孰
れ
に
し
て
も
、
莊
周
が
其
夢
也
魂
交
、
其
覺
也
形
開
《
其
の
寐い

ぬ
る
や
、
魂
の
交
は
り
、
其
の
覺さ

む
る
や
、
形
の
開
く
。
》
と
言
へ
る
に
合
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
へ
り
」
。
］、
又
云
く
、
「
デ
カ
ル
ツ
」

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
デ
カ
ル
ト
。
］
の
徒
は
、
生
存
は
考
思
に
憑
る
と
す
。
隨
て
心
は
常
に
考
思
す
れ
ば
、

睡
中
夢
實
に
絕
え
ず
と
說
く
。
之
に
反
し
て
「
ロ
ツ
ク
」
は
人
夢
中
の
事
を
常
に
知
る
無
し
。
覺
醒
中
の

魂
、
一
考
過
れ
ば
忽
ち
之
を
記
せ
ず
。
無
數
の
考
思
跡
を
留
め
ず
消
失
す
る
程
な
る
に
、
睡
中
自
ら
知
ら

ざ
る
際
、
猶
考
思
す
と
は
受
取
れ
ず
と
難
ぜ
り
。
「
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
等
又
之
を
駁
し
て
、
睡
遊
者
、
睡
遊

中
確
か
に
其
識
有
り
乍
ら
、
常
態
に
復
れ
ば
直
ち
に
之
を
忘
る
。
故
に
睡
中
不
斷
夢
有
る
も
、
寤
れ
ば
多

く
忘
失
す
る
也
と
論
ぜ
り
と
。
下
等
人
種
も
「
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
同
樣
の
見
解
よ
り
、
睡
中
常
に
夢
斷
え
ず
。

隨
て
睡
る
每
に
必
ず
魂
拔
け
出
づ
と
信
ぜ
る
も
有
り
。
又
睡
中
必
し
も
不
斷
夢
見
ざ
れ
ど
も
、
睡
人
が
或

は
夢
み
或
は
夢
み
ず
に
居
る
を
傍
人
正
し
く
識
別
し
能
は
ず
。
但
し
夢
見
る
時
は
必
ず
魂
が
拔
出
る
者
と

心
得
た
る
も
あ
り
て
、
兩
說
孰
れ
よ
り
考
へ
て
も
、
急
に
睡
人
を
攪
亂
搖
起
す
る
は
、
靈
魂
安
全
に
身
に

https://archive.org/details/peopleofpolarnor00rasmuoft/page/106/mode/2up
https://archive.org/details/peopleofpolarnor00rasmuoft/page/106/mode/2up
https://archive.org/search.php?query=creator%3A%22Gerland%2C+Georg+Karl+Cornelius%2C+1833-1919%2C+contin%22


還
る
を
妨
ぐ
る
譯
と
、
戒
愼
す
る
に
及
び
し
な
ら
ん
。
斯
て
こ
そ
二
七
卷
五
號
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
考

の
「
一
」。
］
に
、
唐
譯
の
佛
敎
律
よ
り
引
た
る
、
古
印
度
人
、
睡
れ
る
王
を
急
に
呼
び
寤
さ
ず
、
音
樂
を

奏
し
て
漸
く
覺
悟
せ
し
め
た
る
風
習
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
断
ち
切
れ
い
る
の
は
マ
マ
。］ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『「
イ
ボ
」
族
』
西
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南
東
部
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
と
ク
ロ
ス

川
に
挟
ま
れ
た
熱
帯
森
林
地
帯
に
居
住
す
る
部
族
。
人
口
は
三
百
万
人
に
達
し
，
人
口
密
度
も
非
常
に
高

い
。
ア
フ
リ
カ
で
も
最
も
進
取
の
気
性
に
富
み
、
活
力
に
満
ち
た
人
々
と
し
て
知
ら
れ
、
商
業
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
全
土
、
特
に
北
部
地
方
で
活
躍
し
た
。
北
部
の
ハ
ウ
サ
族
や
西
部
の
ヨ
ル
バ

族
と
は
異
な
り
、
イ
ボ
族
は
、
元
来
、
中
央
集
権
的
な
政
治
制
度
を
持
た
ず
、
村
落
連
合
的
な
纏
ま
り
を

基
と
す
る
民
族
で
あ
っ
た
。 

「A
. G

. L
eo

n
ard

, `T
h

e L
o
w

er N
ig

er an
d
 its T

rib
es,` 1

9
0
6
, p

.1
4
5

」「
下
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
そ
の
民
族
」
は

ア
メ
リ
カ
の
地
質
学
者
ア
ー
サ
ー
・
グ
レ
イ
・
レ
オ
ナ
ル
ド
（A

rth
u
r G

ray
 L

eo
n
ard

 

一
八
六
五
年
～
一

九
三
二
年
）
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
民
俗
誌
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該
部
が
読
め
る
。 

「
大
英
類
典
十
一
板
八
卷
」
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
」
（E

n
cy

clo
p
æ

d
ia 

B
ritan

n
ica

）
の
こ
と
。

「In
tern

et arch
iv

e

」
の
こ
こ
か
ら
原
本
が
読
め
る
。 

「
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
不
詳
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
実
際
の
起
草
者
と
し
て
知
ら
れ
る
哲
学
者
・
政
治
家

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（A

lex
an

d
er H

am
ilto

n 

一
七
五
五
年
～
一
八
〇
四
年
）
か
。 

 

以
下
の
二
段
落
は
底
本
で
は
特
異
的
に
両
方
と
も
に
全
体
が
一
字
下
げ
。
第
一
段
落
は
御
覧
の
通
り
、

行
頭
一
字
下
げ
が
あ
る
が
、
二
段
落
目
は
、
な
い
。
但
し
、
底
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
二
段
落
目
の

続
き
は
行
頭
に
上
が
っ
て
お
り
、
お
か
し
い
。
前
の
句
読
点
な
し
の
断
ち
切
れ
も
不
審
感
が
強
く
、
「
選

集
」
で
は
以
下
の
部
分
は
丸
括
弧
で
続
い
て
い
る
。
但
し
、
初
出
で
は
確
か
に
補
記
形
式
で
か
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
は
「
追
記
」
で
あ
り
、
こ
の
二
段
落
目
の
字
下
げ
は
、
無
視
し
な
い
と
、
本
文
が
尻
切
れ

蜻
蛉
と
な
っ
て
し
ま
う
。
事
実
、
初
出
は
そ
う
な
っ
て
い
る
。
］ 

 

此
譚 F

.A
. v

o
n
 S

ch
iefn

er, `T
ib

etan
 T

ales,` tran
s. R

alsto
n
, 1

9
0
6
, ch

.v
iii 

に
も
出
で
た
れ
ど
、
漸
令
覺

悟
《
漸
く
覺
悟
せ
し
む
》
と
は
無
く
て
、
歌
謠
、
銅
鈸
子
、
大
鼓
を
以
て
寤
す
と
有
り
。
そ
れ
で
は
安
眠

を
暴
か
に
擾
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
に
は
か
に
み
だ
す
」
。
］
譯
に
て
、
王
者
に
對
す
る
作
法
に
背
く
。

西
蔵
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
チ
ベ
ツ
ト
」
。
］
譯
經
の
不
備
か
、
譯
者
の
麁
漏
か
、
何
に
致
せ
唐
譯
の
方
正

義
を
得
た
り
と
思
は
る
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/05/post-0e031e.html
https://archive.org/details/lowernigerandits010284mbp/page/144/mode/2up
https://archive.org/details/EB1911WMF/VOL08_DEMIJOHN-EDWARD-_THE_BLACK_PRINCE/page/n579/mode/2up
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/155
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/156
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871244/156


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「F

.A
. v

o
n
 S

ch
iefn

er, `T
ib

etan
 T

ales,` tran
s. R

alsto
n
, 1

9
0
6
, ch

.v
iii

」
ド
イ
ツ
の
言

語
学
者
に
し
て
チ
ベ
ッ
ト
学
者
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ト
ン
・
シ
ー
フ
ナ
ー
（F

ran
z A

n
to

n
 

S
ch

iefn
er 

一
八
一
七
年
～
一
八
七
九
年
）
の
「
チ
ベ
ッ
ト
譚
」。］ 

往
年
英
國
官
吏
が
緬
甸
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ビ
ル
マ
」
。
］
人
を
訪
て
、
屢
ば
睡
眠
中
と
て
謝
絕
さ
れ
、

魂
の
還
ら
ざ
る
を
惧
れ
て
搖
起
せ
ざ
る
と
云
ふ
理
由
に
氣
付
か
ず
、
無
闇
に
家
人
の
無
禮
を
憤
り
し
事

（`H
in

ts to
 T

rav
ellers,` R

o
y
al G

eo
g
rap

h
ical S

o
ciety, L

o
n
d
o
n
, 1

8
8
9
, p

.3
8
9

）、
非
列
賓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
フ
イ
リ
ピ
ン
」
。
］
島
の
「
タ
ガ
ル
」
人
の
、
睡
中
魂
不
在
と
て
、
睡
人
を
起
す
を
忌
む
俗
（T

y
lo

r, 

o
p
.cit., v

o
l.i, p

.4
4
1

）
等
が
生
じ
た
る
な
れ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「ro

y
al g

eo
g
rap

h
ical so

ciety

」
イ
ギ
リ
ス
の
「
王
立
地
理
学
会
」
。］ 

 

追
記
。
吾
邦
の
魂
結
び
に
似
た
る
事
、「
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
セ
ル
」
の
社
會
學
原
理
三
板
、
七
七
七

頁
に
出
た
り
。
南
洋
「
ロ
ヤ
ル
チ
イ
」
島
の
古
風
に
、
人
病
重
く
な
れ
ば
、

魂

醫

ソ
ー
ル
・
ド
ク
ト
ル

を
し
て
病
體
を
脫

せ
る
魂
を
取
戾
さ
し
む
。
其
醫
二
十
友
を
隨
へ
、
二
十
友
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
・
初
出
・
「
選
集
」

と
も
に
『
二
十
女
』
と
す
る
が
、
以
下
の
叙
述
と
齟
齬
す
る
の
で
、
か
く
、
し
た
。
］
と
俱
に
、
病
家
の

墓
地
に
赴
き
、
男
は
鼻
笛
吹
き
、
女
は
嘯
き
て
遊
魂
を
誘
出
し
、
時
を
經
て
、
吹
嘯
行
列
し
て
遊
魂
を
病

家
に
伴
れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
れ
」
。
］
歸
る
。
衆
、
掌
を
開
き
、
穩
か
に
之
を
扇
ぎ
て
家
に
向
は
し

め
、
家
に
入
る
や
忽
ち
一
齊
に
呵
し
て
、
病
人
の
身
に
入
し
め
し
と
云
ふ
。
予
の
現
住
地
紀
伊
田
邊
に
、

古
來
四
國
の
船
多
く
來
る
。
二
三
十
年
前
迄
親
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
み
づ
か
ら
」
。
］
見
し
と
て
、
數

人
語
り
け
る
は
、
其
船
員
此
地
で
病
死
し
、
葬
事
終
り
商
賣
濟
み
て
出
立
に
際
し
、
船
に
踏
板
を
渡
し
、

乘
込
人
を
待
つ
振
り
す
る
事
良
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
や
や
」
。
］
久
し
く
て
後
、
死
者
の
名
を
高
く
呼
ん

で
早
く
乘
れ
と
催
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
な
が
し
」
。
］
、
扨
て
其
者
已
に
乘
り
た
り
と
て
人
數
を
算
へ
、

乘
員
の
現
數
を
一
人
多
く
增
し
て
稱
へ
て
解
纜
せ
り
。
斯
く
せ
ず
ば
亡
魂
安
處
せ
ず
。
船
に
凶
事
有
り
と

傳
へ
た
り
と
ぞ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
セ
ル
」
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
社
会
学
者
ハ
ー
バ
ー
ト
・

ス
ペ
ン
サ
ー
（H
erb

ert 
S

p
en

cer 

一
八
二
〇
年
～
一
九
〇
三
年
）
。
一
八
五
二
年
に
“T

h
e 

D
evelo

p
m

en
ta

l H
yp

o
th

esis

”
（
発
達
仮
説
）
を
、
一
八
五
五
年
に
“P

rin
cip

les o
f P

sych
o
lo

g
y

”
（
心
理

学
原
理
）
を
出
版
後
、
「
社
会
学
原
理
」
（P

rin
cip

les o
f 

S
o
cio

lo
g
y

）
「
倫
理
学
原
理
」
を
含
む
“A

 

S
ystem

o
f S

yn
th

etic P
h
ilo

so
p
h
y

”
（
『
総
合
哲
学
体
系
』
一
八
六
二
年
か
ら
一
八
九
六
年
ま
で
の
三
十
五



年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
多
く
の
著
作
を
も
の
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
か
れ
の
“ev

o
lu

tio
n

”

（
「
進
化
」
）
と
い
う
着
想
に
貫
か
れ
て
お
り
、
現
在
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
「
進
化
」
と
い
う
概
念
や
、

我
々
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（C

h
arles R

o
b
ert D

arw
in 

一
八
〇
九
年
～
一
八
八
二
年
）
は
、
の
言
葉
と
誤
解
し

て
い
る
“su

rv
iv

al o
f th

e fittest

”
（「
適
者
生
存
」）
と
い
う
言
葉
は
、
実
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
発
表

の
直
前
に
示
さ
れ
た
彼
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
る
概
念
及
び
造
語
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
か
ら
九
〇
年
代
の
明

治
期
の
日
本
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
が
数
多
く
翻
訳
さ
れ
、
『
ス
ペ
ン
サ
ー
の
時
代
』
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
で
、
一
八
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
“E

d
u
ca

tio
n

”
（
教
育
論
）
は
、
尺
振
八
の
訳
で
明
治
一
三
（
一

八
八
〇
）
年
に
「
斯
氏
教
育
論
」
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
、
『
ス
ペ
ン
サ
ー
の
教
育
論
』
と
し
て
人
口
に
膾

炙
し
た
。
ま
た
、
そ
の
社
会
進
化
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
由
放
任
主
義
や
社
会
有
機
体
説

は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
思
想
的
支
柱
と
し
て
も
迎
え
ら
れ
、
数
多
く
の
訳
書
が
読

ま
れ
た
（
以
上
は
主
に
ウ
ィ
キ
の
「
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
」
に
拠
っ
た
）
。
同
版
の
英
文
は
こ
ち

ら
で
読
め
る
。 

『
「
ロ
ヤ
ル
チ
イ
」
島
』
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
諸
島
（
英
語
：L

o
y
alty

 Islan
d
s

）
又
は
ロ
ワ
イ
ヨ
テ
諸
島
（
フ

ラ
ン
ス
語
：îles L

o
y
au

té

）
及
び
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
・
デ
・
ジ
ル
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
（
同
前
：P

ro
v
in

ce d
es 

îles L
o
y
au

té

）
或
い
は
ロ
ワ
イ
ヨ
テ
諸
島
州
（
デ
・
ジ
ル
・
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
州
・
離
島
州
と
も
称
す
る
）

は
南
太
平
洋
の
諸
島
で
、
フ
ラ
ン
ス
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
を
構
成
す
る
三
つ
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
（
州
）

の
一
つ
で
あ
る
が
、
地
理
的
区
分
と
行
政
区
分
と
は
異
な
る
。
こ
こ
。 

 

以
下
は
行
頭
か
ら
記
す
が
、
初
出
も
「
選
集
」
も
追
記
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。］ 

 

人
類
學
雜
誌
二
七
卷
五
號
の
拙
文
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
の
「
一
」
。］
差
し
立
て
ゝ
後
、
三
重
縣
木

本
町
近
村
の
石
工
來
り
、
予
の
忰
五
歲
な
る
が
夜
分
顏
に
墨
塗
り
眠
に
就
く
を
見
、
斯
す
れ
ば
必
ず
魘
は

る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
そ
は
る
」
。
う
な
さ
れ
る
。
］
と
語
り
て
去
る
。
其
夜
忰
屢
ば
寢
言
ひ
安
眠
せ

ず
。
妻
、
大
に
困
れ
り
。
田
邊
近
傍
で
は
斯
す
れ
ば
、
阿
房
に
な
る
と
云
ふ
由
。
（
同
號
三
一
三
頁
參
照
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
元
年
八
月
人
類
二
十
八
卷
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
三
重
縣
木
本
町
」
木
本

き
の
も
と

町
ち
ょ
う

は
三
重
県
南
牟
婁
郡
に
あ
っ
た
町
。
現
在
の
熊
野
市
木

本
町
に
当
た
る
。
こ
こ
。 

「
予
の
忰
」
南
方
熊
楠
の
長
男
熊
弥
。
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
生
ま
れ
。
満
年
齢
で
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
不
吉
な
予
兆
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
、
高
知
高
等
学
校
受
験
の
た
め



に
高
知
に
赴
い
た
際
、
精
神
異
常
を
発
症
し
（
統
合
失
調
症
と
推
定
さ
れ
る
）
、
自
宅
療
養
と
な
っ
た
が
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
五
月
に
症
状
が
悪
化
、
熊
楠
の
粘
菌
図
譜
を
始
め
と
し
た
多
く
の
書
類
を
毀
損

す
る
に
至
り
、
知
人
の
勧
め
に
よ
っ
て
翌
年
の
五
月
に
京
都
の
岩
倉
病
院
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
三
月
に
退
院
し
た
が
、
病
状
は
回
復
せ
ず
、
現
在
の
海
南
市
藤
白
に
家
を

借
り
、
転
地
療
養
と
な
っ
た
。
後
、
父
熊
楠
（
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
二
十
九
日
）
、
母
松

枝
の
死
（
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
十
一
月
六
日
）
の
後
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
二
月
十
八
日
、

五
十
三
歳
で
逝
去
し
た
。
発
症
素
因
と
し
て
は
、
小
学
校
時
代
の
「
い
じ
め
」
と
も
、
ま
た
、
父
で
あ
る

巨
人
熊
楠
の
精
神
的
な
重
圧
と
も
言
わ
れ
る
が
、
定
か
で
な
い
。］ 


